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(57)【要約】
【課題】遊技球の動きを多様にして遊技性をより高めた
弾球遊技機の遊技盤を提供する。
【解決手段】遊技盤の遊技領域ＰＡ２における左側一般
入賞口５１３ａの上方に、第１の左遊技釘５７１、第２
の左遊技釘５７２、第３の左遊技釘５７３、第４の左遊
技釘５７４、および第５の左遊技釘５７５が配置されて
おり、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４と
の間、もしくは第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘
５７５との間を通って落下する遊技球は、第１の左遊技
釘５７１、第２の左遊技釘５７２、第３の左遊技釘５７
３、第４の左遊技釘５７４、および第５の左遊技釘５７
５のうち少なくともいずれかに当接して落下する向きを
変えることにより、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊
技釘５７２との間を通ることが可能となるように構成さ
れる。
【選択図】図２２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面側に遊技球を用いた遊技を行う遊技領域が設けられた弾球遊技機の遊技盤であって
、
　前記遊技領域の左側に設けられた遊技球が通過可能な入賞口を有する入賞装置と、
　前記遊技領域における前記入賞口の左側縁部の上方に配設された第１の遊技釘と、
　前記遊技領域における前記入賞口の右側縁部の上方に配設された第２の遊技釘と、
　前記遊技領域における前記第１の遊技釘の左上方に配設された第３の遊技釘と、
　前記遊技領域における前記第１の遊技釘の右上方かつ前記第２の遊技釘の左上方に配設
された第４の遊技釘と、
　前記遊技領域における前記第２の遊技釘の右上方に配設された第５の遊技釘と、
　前記遊技領域における前記第３の遊技釘の上方に配設され、水平に対し右下方に傾斜す
る方向に直線的に並ぶ複数の釘を有して構成され、遊技球が当該複数の釘の上を落下移動
するようにガイドする上流側連釘と、
　前記遊技領域における前記第５の遊技釘の上方かつ前記上流側連釘の右下方に配設され
、水平に対し右下方に傾斜する方向に直線的に並ぶ複数の釘を有して構成され、遊技球が
当該複数の釘の上を落下移動するようにガイドする下流側連釘とを備え、
　前記遊技領域における前記上流側連釘と前記下流側連釘との間を遊技球が通ることが可
能であり、前記上流側連釘と前記下流側連釘との間を通って落下する遊技球は、前記第３
の遊技釘と前記第４の遊技釘との間、もしくは前記第４の遊技釘と前記第５の遊技釘との
間を通り、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間、もしくは前記第４の遊技釘と前
記第５の遊技釘との間を通って落下する遊技球は、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘
との間、前記第１の遊技釘と前記第３の遊技釘との間、前記第２の遊技釘と前記第５の遊
技釘との間のうちいずれかを通るように構成され、
　前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間、もしくは前記第４の遊技釘と前記第５の
遊技釘との間を通って落下する遊技球は、前記第１の遊技釘、前記第２の遊技釘、前記第
３の遊技釘、前記第４の遊技釘、および前記第５の遊技釘のうち少なくともいずれかに当
接して落下する向きを変えることにより、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間を
通ることが可能であり、
　前記上流側連釘と前記下流側連釘との間隔は、遊技球の直径よりも大きくて、遊技球の
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔であり、
　前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間隔は、遊技球の直径よりも大きい間隔であ
り、
　前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間隔は、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技
釘との間隔よりも大きい間隔であり、
　前記第４の遊技釘と前記第５の遊技釘との間隔は、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技
釘との間隔よりも大きくて、遊技球の直径に半径を加えた長さより小さい間隔であること
を特徴とする弾球遊技機の遊技盤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、弾球遊技機の遊技盤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　弾球遊技機の一つであるぱちんこ遊技機は、遊技球による遊技を行う遊技領域が設けら
れた遊技盤を保持する枠部材に、払出装置および各種制御基板が装着された裏機構盤が取
り付けられて構成される。そして、発射機構により遊技領域の上側に打ち出した遊技球を
落下させる過程で、遊技領域内に設けた各種の入賞装置に入賞させる遊技が行われる。遊
技領域には、複数の釘とともに、各種の入賞装置の他、遊技性を高めるためにセンター飾
り、画像表示装置等が設けられる（例えば、特許文献１を参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－７２８２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような弾球遊技機では、入賞装置に入賞するまでの遊技球の動きが
単調になりがちであった。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、遊技球の動きを多様にして遊
技性をより高めた弾球遊技機の遊技盤を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的達成のため、本発明に係る弾球遊技機の遊技盤は、前面側に遊技球を用
いた遊技を行う遊技領域が設けられた弾球遊技機の遊技盤であって、前記遊技領域の左側
に設けられた遊技球が通過可能な入賞口を有する入賞装置（例えば、実施形態における左
側一般入賞装置５１３）と、前記遊技領域における前記入賞口の左側縁部の上方に配設さ
れた第１の遊技釘（例えば、実施形態における第１の左遊技釘５７１）と、前記遊技領域
における前記入賞口の右側縁部の上方に配設された第２の遊技釘（例えば、実施形態にお
ける第２の左遊技釘５７２）と、前記遊技領域における前記第１の遊技釘の左上方に配設
された第３の遊技釘（例えば、実施形態における第３の左遊技釘５７３）と、前記遊技領
域における前記第１の遊技釘の右上方かつ前記第２の遊技釘の左上方に配設された第４の
遊技釘（例えば、実施形態における第４の左遊技釘５７４）と、前記遊技領域における前
記第２の遊技釘の右上方に配設された第５の遊技釘（例えば、実施形態における第５の左
遊技釘５７５）と、前記遊技領域における前記第３の遊技釘の上方に配設され、水平に対
し右下方に傾斜する方向に直線的に並ぶ複数の釘を有して構成され、遊技球が当該複数の
釘の上を落下移動するようにガイドする上流側連釘（例えば、実施形態における第２上側
連釘５６２）と、前記遊技領域における前記第５の遊技釘の上方かつ前記上流側連釘の右
下方に配設され、水平に対し右下方に傾斜する方向に直線的に並ぶ複数の釘を有して構成
され、遊技球が当該複数の釘の上を落下移動するようにガイドする下流側連釘（例えば、
実施形態における第３上側連釘５６３）とを備えている。そして、前記遊技領域における
前記上流側連釘と前記下流側連釘との間を遊技球が通ることが可能であり、前記上流側連
釘と前記下流側連釘との間を通って落下する遊技球は、前記第３の遊技釘と前記第４の遊
技釘との間、もしくは前記第４の遊技釘と前記第５の遊技釘との間を通り、前記第３の遊
技釘と前記第４の遊技釘との間、もしくは前記第４の遊技釘と前記第５の遊技釘との間を
通って落下する遊技球は、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間、前記第１の遊技
釘と前記第３の遊技釘との間、前記第２の遊技釘と前記第５の遊技釘との間のうちいずれ
かを通るように構成され、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間、もしくは前記第
４の遊技釘と前記第５の遊技釘との間を通って落下する遊技球は、前記第１の遊技釘、前
記第２の遊技釘、前記第３の遊技釘、前記第４の遊技釘、および前記第５の遊技釘のうち
少なくともいずれかに当接して落下する向きを変えることにより、前記第１の遊技釘と前
記第２の遊技釘との間を通ることが可能である。また、前記上流側連釘と前記下流側連釘
との間隔は、遊技球の直径よりも大きくて、遊技球の直径に半径を加えた長さよりも小さ
い間隔であり、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間隔は、遊技球の直径よりも大
きい間隔であり、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間隔は、前記第１の遊技釘と
前記第２の遊技釘との間隔よりも大きい間隔であり、前記第４の遊技釘と前記第５の遊技
釘との間隔は、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間隔よりも大きくて、遊技球の
直径に半径を加えた長さより小さい間隔である。
【発明の効果】
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【０００７】
　本発明によれば、遊技球の動きを多様にして遊技性をより高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ぱちんこ遊技機からガラス枠を取り外した状態を示す正面図である。
【図２】ガラス枠を前方から見た斜視図である。
【図３】ぱちんこ遊技機の背面図である。
【図４】第１実施形態に係る遊技盤の正面図である。
【図５】第１実施形態に係る遊技盤の分解斜視図である。
【図６】センター飾りの正面図である。
【図７】センター飾りの背面図である。
【図８】センター飾りを前方から見た分解斜視図である。
【図９】センター飾りを後方から見た分解斜視図である。
【図１０】センター飾りにおけるワープ通路の近傍を示す断面図である。
【図１１】（ａ）は第１飾り部材と第２飾り部材との連結部分を示す拡大図であり、（ｂ
）は第２飾り部材と第３飾り部材との連結部分を示す拡大図であり、（ｃ）は第１飾り部
材と第３飾り部材との連結部分を示す拡大図である。
【図１２】第１入賞ユニットの斜視図である。
【図１３】第１入賞ユニットを前方から見た分解斜視図である。
【図１４】第１入賞ユニットを後方から見た分解斜視図である。
【図１５】第１入賞ユニットの平断面図である。
【図１６】（ａ）は第１入賞ユニットにおける左側一般入賞装置の側断面図であり、（ｂ
）は第１入賞ユニットにおける第１始動入賞装置の側断面図である。
【図１７】（ａ）は第１入賞ユニットにおける第１排出通路の正断面図であり、（ｂ）は
第１入賞ユニットにおける第２排出通路の正断面図である。
【図１８】（ａ）は第１入賞ユニットにおける第１出口通路の側断面図であり、（ｂ）は
第１入賞ユニットにおける第２出口通路の側断面図である。
【図１９】第１実施形態に係る遊技盤における遊技領域の下部左側を示す正面拡大図であ
る。
【図２０】第１実施形態に係る遊技盤に設けられた釘の一例を示す平面図である。
【図２１】第２実施形態に係る遊技盤の正面図である。
【図２２】第２実施形態に係る遊技盤における遊技領域の下部左側を示す正面拡大図であ
る。
【図２３】第２実施形態に係る遊技盤における遊技領域の下部右側を示す正面拡大図であ
る。
【図２４】突出面構成部材の正面図である。
【図２５】（ａ）は第２実施形態に係る遊技盤に設けられた釘の一例を示す平面図であり
、（ｂ）は第２実施形態に係る遊技盤に設けられた突出面構成部材を模式的に示す平面図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の好ましい実施形態について図面を参照して説明する。第１実施形態に係
る遊技盤を備えた弾球遊技機としてぱちんこ遊技機ＰＭを図１～図３に示しており、まず
、この図を参照してぱちんこ遊技機ＰＭの全体構成について説明する。本実施形態におい
て、図２の各矢印で示す方向をそれぞれ、上下方向、前後方向、左右方向として説明する
。
【００１０】
　［ぱちんこ遊技機の全体構成］
　始めに、ぱちんこ遊技機ＰＭの前面側の基本構造を説明する。ぱちんこ遊技機ＰＭは、
図１に示すように、外郭方形枠サイズに構成された縦向きの固定保持枠をなす外枠１と、
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これに合わせた方形枠サイズに構成されて開閉搭載枠をなす前枠２とを主体に構成される
。前枠２は、外枠１および前枠２の左側縁部に配設された上下のヒンジ機構３ａ，３ｂに
より、外枠１の前側開口部に対して横開き開閉および着脱が可能に取り付けられる。また
、前枠２は、右側縁部に設けられたダブル錠と称される施錠装置４を利用して、常には外
枠１と係合連結された閉鎖状態に保持される。
【００１１】
　前枠２の前面側には、図２に示すように、この前枠２の上部前面域に合わせた方形状の
ガラス枠５が上下のヒンジ機構３ａ，３ｂを利用して横開き開閉および着脱可能に組み付
けられる。ガラス枠５は、上述の施錠装置４を利用して、常には前枠２の前面を覆う閉鎖
状態に保持される。図１に示すように、前枠２の上側に設けられた収容枠２ａに遊技盤１
００が着脱可能にセット保持され、常には閉鎖保持されるガラス枠５の複層ガラス５ａを
通して、遊技盤１００の前面に設けられた遊技領域ＰＡ１を視認可能に臨ませるようにな
っている。なお、図１において遊技領域ＰＡ１の詳細な記載を省略している。
【００１２】
　図２に示すように、ガラス枠５の下部前面側には、遊技球を貯留する上下の球皿（上球
皿６ａおよび下球皿６ｂ）が設けられる。ガラス枠５の上部前面側には、発光ダイオード
（ＬＥＤ）やランプ等の電飾装置７や、遊技の展開状態に応じて効果音を発生させるスピ
ーカ８が設けられる。
【００１３】
　図１に示すように、前枠２の右下部には、遊技球の発射操作を行う発射ハンドル９が設
けられる。前枠２の下部におけるガラス枠５の後側の領域（以降、遊技補助盤２０と称す
る）には、上球皿６ａに貯留された遊技球を１球ずつ送り出す整流器２１、整流器２１か
ら送り出された遊技球を遊技領域ＰＡ１に向けて打ち出す発射機構２２、発射機構２２の
作動を制御する発射制御基板２３等が設けられる。
【００１４】
　続いて、ぱちんこ遊技機ＰＭの後面側の基本構造を説明する。図３に示すように、前枠
２の後面側には、中央に前後連通する窓口を有して前枠２よりも幾分小型の矩形枠状に形
成された裏機構盤３０が取り付けられている。裏機構盤３０の各部には、遊技施設側から
供給される遊技球を貯留するタンク部材３３、タンク部材３３から供給される遊技球を流
下させる樋部材３４、樋部材３４を流下する遊技球を払い出す賞球払出ユニット３５、賞
球払出ユニット３５から払い出された遊技球を上球皿６ａもしくは下球皿６ｂに流下させ
る裏側通路部材３６等が設けられている。また、裏機構盤３０には、遊技盤１００の後側
を全体的に覆う遊技盤カバー３９が取り付けられる。
【００１５】
　遊技盤１００の後側には、ぱちんこ遊技機ＰＭの作動を統括的に制御する主制御基板（
図示せず）や、遊技展開に応じた画像表示、効果照明、効果音等の演出全般の制御を行う
副制御基板（図示せず）等が取り付けられている。これに対して、裏機構盤３０の後側に
は、遊技球の払い出しに関する制御を行う払出制御基板４２や、遊技施設側から受電して
各種制御装置や電気・電子部品に電力を供給する電源基板４３等が取り付けられている。
これらの制御装置とぱちんこ遊技機ＰＭ各部の電気・電子部品とがハーネス（コネクタケ
ーブル）で接続されて、ぱちんこ遊技機ＰＭが作動可能に構成されている。
【００１６】
　ぱちんこ遊技機ＰＭは、外枠１が遊技施設の遊技島（設置枠台）に固定設置され、前枠
２、ガラス枠５等が閉鎖施錠された状態で遊技に供され、上球皿６ａに遊技球を貯留させ
て発射ハンドル９を回動操作することにより遊技が開始される。発射ハンドル９が回動操
作されると、上球皿６ａに貯留された遊技球が、整流器２１によって１球ずつ発射機構２
２に送り出され、発射機構２２により遊技領域ＰＡ１に打ち出されて、以降パチンコゲー
ムが展開される。
【００１７】
　［遊技盤の第１実施形態］
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　次に、第１実施形態に係る遊技盤１００の概要構成について、図４～図５を参照して説
明する。第１実施形態に係る遊技盤１００は、図４に示すように、板状のベース部材１０
１と、ベース部材１０１の前面側に取り付けられた内レール部材１０６および外レール部
材１０７とを有し、ベース部材１０１の前面に、左側の領域が内レール部材１０６に囲ま
れるとともに、上側および右側の領域が外レール部材１０７に囲まれた遊技領域ＰＡ１が
形成される。この遊技領域ＰＡ１には、複数の釘１１１や風車１１２とともに、遊技領域
ＰＡ１の中央部近傍に配置されたセンター飾り２００と、遊技領域ＰＡ１の下部左側に配
置された３つの左側一般入賞装置１１３，１１３，…と、遊技領域ＰＡ１の下部中央に配
置された第１始動入賞装置１１４と、遊技領域ＰＡ１の下部右側に配置された、第２始動
入賞装置１１５、大入賞装置１１６、右側一般入賞装置１１７、および補助遊技始動ゲー
ト１１８と、遊技領域ＰＡ１の下端に配置されたアウト口１１９等が設けられる。
【００１８】
　ベース部材１０１は、図５に示すように、透明の樹脂材料を用いて板状に形成される。
ベース部材１０１の略中央部にセンター飾り取付穴１０２が開口形成され、このセンター
飾り取付穴１０２にセンター飾り２００が取り付けられる。ベース部材１０１の下部左側
から中央に亘り第１入賞装置取付穴１０３が開口形成され、ベース部材１０１の下部右側
に第２入賞装置取付穴１０４が開口形成される。第１入賞装置取付穴１０３には、３つの
左側一般入賞装置１１３，１１３，…および第１始動入賞装置１１４等がユニット化され
た第１入賞ユニット３００が取り付けられる。第２入賞装置取付穴１０４には、第２始動
入賞装置１１５、大入賞装置１１６、右側一般入賞装置１１７、および補助遊技始動ゲー
ト１１８等がユニット化された第２入賞ユニット１３０が取り付けられる。
【００１９】
　なお、ベース部材１０１における第１入賞装置取付穴１０３の下端部と繋がった部分に
、アウト口１１９が形成される。また、ベース部材１０１の後面側に、画像表示装置１２
１および上下の可動演出装置１２６，１２７等が取り付けられ、図４に示すように、セン
ター飾り２００の開口部分を通じて、画像表示装置１２１の画面および上下の可動演出装
置１２６，１２７の前面側を前方から視認可能に構成されている。
【００２０】
　図４に示すように、外レール部材１０７は、下側が開いた円弧状に形成されており、発
射機構２２から発射された遊技球を遊技領域ＰＡ１へ導くようになっている。内レール部
材１０６は、右側が開いた円弧状に形成されており、ベース部材１０１の前面において外
レール部材１０７に対し右方に所定間隔を空けるように配設される。これにより、内レー
ル部材１０６と外レール部材１０７との間に、発射機構２２が設けられる側から遊技領域
ＰＡ１の上部へと繋がる発射通路１０９が形成されるようになっている。
【００２１】
　［センター飾りの構成］
　次に、センター飾り２００について、図６～図１１を参照して説明する。センター飾り
２００は、図６～図９に示すように、第１飾り部材２０１と、第２飾り部材２１１と、第
３飾り部材２２１と、装飾カバー部材２３１と、第１ワープ通路部材２４１と、第２ワー
プ通路部材２４６と、ステージ部材２５１とを有して構成される。センター飾り２００は
、第１飾り部材２０１と、第２飾り部材２１１と、第３飾り部材２２１とを連結させるこ
とにより、内側が開口した円形枠状に形成される。
【００２２】
　第１飾り部材２０１は、図８～図９に示すように、樹脂材料を用いて円弧状に形成され
、センター飾り２００の左側部分および上側部分を構成する。第１飾り部材２０１の左下
端部に、第３飾り部材２２１の左側第３結合部２２２と結合可能な左側第１結合部２０２
が形成される。第１飾り部材２０１の右下端部に、第２飾り部材２１１の上側第２結合部
２１２と結合可能な右側第１結合部２０３が形成される。
【００２３】
　第２飾り部材２１１は、樹脂材料を用いて円弧状に形成され、センター飾り２００の右
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側部分を構成する。第２飾り部材２１１の上端部に、第１飾り部材２０１の右側第１結合
部２０３と結合可能な上側第２結合部２１２が形成される。第２飾り部材２１１の下端部
に、第３飾り部材２２１の右側第３結合部２２３と結合可能な下側第２結合部２１３が形
成される。
【００２４】
　第３飾り部材２２１は、樹脂材料を用いて円弧状に形成され、センター飾り２００の下
側部分を構成する。第３飾り部材２２１の左上端部に、第１飾り部材２０１の左側第１結
合部２０２と結合可能な左側第３結合部２２２が形成される。第３飾り部材２２１の右上
端部に、第２飾り部材２１１の下側第２結合部２１３と結合可能な右側第３結合部２２３
が形成される。
【００２５】
　第３飾り部材２２１の中央部後面側に、左右方向に延びる平面状のステージ取付部２２
４が形成される。ステージ取付部２２４には、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いてス
テージ部材２５１の前部が取り付け固定される。また、ステージ取付部２２４の中央上部
に、ステージ部材２５１の案内溝部２５３の形状に合わせて切欠き部２２８が形成される
。第３飾り部材２２１の左上部前面側に、平面状の第１ワープ通路取付部２２５が形成さ
れる。第１ワープ通路取付部２２５には、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて第１ワ
ープ通路部材２４１が取り付け固定される。第３飾り部材２２１の左上部後面側に、水平
に対し右下方に傾斜して延びるリブ状の第２ワープ通路取付部２２６が形成される。第２
ワープ通路取付部２２６には、第１ワープ通路部材２４１と連結される第２ワープ通路部
材２４６が取り付け支持される。また、第３飾り部材２２１の左上部後面側に、小枠状の
第１センサ取付部２２７が形成される。第１センサ取付部２２７には、第１中央磁気セン
サ２６１が取り付け保持される。第１中央磁気センサ２６１は、第１ワープ通路部材２４
１の近傍で生じた不正な磁気を検知可能に構成される。
【００２６】
　装飾カバー部材２３１は、樹脂材料を用いて屈曲した板状に形成され、第３飾り部材２
２１の後側を覆う後カバー部２３２と、第３飾り部材２２１の上方を覆う上カバー部２３
４とを有して構成される。後カバー部２３２は、第３飾り部材２２１の外周形状に合わせ
た板状に形成され、ネジ等の結合部材（図示せず）を用いて第３飾り部材２２１の後側に
重ねて結合される。上カバー部２３４は、後カバー部２３２の上端部から前方に延びる庇
状に形成され、第３飾り部材２２１およびステージ部材２５１の上方を覆うようになって
いる。後カバー部２３２の下部に、小枠状の第２磁気センサ取付部２３３が形成される。
第２磁気センサ取付部２３３には、第２中央磁気センサ２６２が取り付け保持される。第
２中央磁気センサ２６２は、ステージ部材２５１の近傍で生じた不正な磁気を検知可能に
構成される。
【００２７】
　第１ワープ通路部材２４１は、樹脂材料を用いて右下方に延びる管状に形成され、第３
飾り部材２２１の第１ワープ通路取付部２２５に取り付け固定される。第１ワープ通路部
材２４１の内側には、遊技球が通過可能な第１ワープ通路２４２が形成される（図１０を
参照）。第１ワープ通路２４２の上流端部は、左斜め上方を向いて開口形成され、遊技領
域ＰＡ１の左側を落下する遊技球が通過できるようになっている。第１ワープ通路２４２
の下流端部は、後方に折れ曲がるように形成され、第２ワープ通路部材２４６の第２ワー
プ通路２４７と繋がるようになっている。
【００２８】
　第２ワープ通路部材２４６は、樹脂材料を用いて右下方に延びる管状に形成され、装飾
カバー部材２３１の後カバー部２３２と第３飾り部材２２１とに挟持された状態で、第３
飾り部材２２１の第２ワープ通路取付部２２６に取り付け支持される。第２ワープ通路部
材２４６の内側には、遊技球が通過可能な第２ワープ通路２４７が形成される。第２ワー
プ通路２４７の上流端部は、前方に折れ曲がるように形成され、第１ワープ通路２４２の
下流端部と繋がるようになっている。第２ワープ通路２４７の下流端部は、ステージ部材
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２５１のステージ部２５２に向けて開口形成され、第１ワープ通路２４２および第２ワー
プ通路２４７を通過した遊技球がステージ部２５２の上に落下するようになっている。
【００２９】
　ステージ部材２５１は、樹脂材料を用いて屈曲した板状に形成され、第３飾り部材２２
１のステージ取付部２２４に取り付け固定される。ステージ部材２５１の上部には、第１
ワープ通路２４２および第２ワープ通路２４７を通過した遊技球を左右方向に転がり移動
させてから前方に落下させることが可能なステージ部２５２が形成される。ステージ部２
５２の中央部前側には、ステージ部２５２の中央部で停止した遊技球が第１始動入賞装置
１１４の第１始動入賞口１１４ａに向けて落下するように案内する案内溝部２５３が形成
される。なお、ステージ部２５２の中央部は、ステージ部２５２の左右の中間部よりも山
形状に高くなるように形成される。そのため、ステージ部２５２を左右方向に転がり移動
した遊技球がステージ部２５２の中央部ではなく左右の中間部で停止した場合、当該遊技
球は停止した左方もしくは右方の中間部より第１始動入賞装置１１４の左方もしくは右方
に向けて落下するようになっている。このとき、ステージ部２５２の左方の中間部から落
下した遊技球は、詳細は後述するが第４上側連釘１６４まで落下すると、第４上側連釘１
６４の上を右下方に落下移動して第１始動入賞装置１１４の第１始動入賞口１１４ａを通
過し得るようになっている（図１９を参照）。
【００３０】
　前述したように、第１飾り部材２０１と、第２飾り部材２１１と、第３飾り部材２２１
とが連結してセンター飾り２００が形成される。第１飾り部材２０１の右側第１結合部２
０３と第２飾り部材２１１の上側第２結合部２１２とが結合した状態で、第１飾り部材２
０１と第２飾り部材２１１とが連結される。このとき、図１１（ａ）に示すように、上側
第２結合部２１２の前面側に重なって右側第１結合部２０３が結合されるようになってい
る。また、第２飾り部材２１１の下側第２結合部２１３と第３飾り部材２２１の右側第３
結合部２２３とが結合した状態で、第２飾り部材２１１と第３飾り部材２２１とが連結さ
れる。このとき、図１１（ｂ）に示すように、右側第３結合部２２３の前面側に重なって
下側第２結合部２１３が結合されるようになっている。また、第１飾り部材２０１の左側
第１結合部２０２と第３飾り部材２２１の左側第３結合部２２２とが結合した状態で、第
１飾り部材２０１と第３飾り部材２２１とが連結される。このとき、図１１（ｃ）に示す
ように、左側第３結合部２２２の前面側に重なって左側第１結合部２０２が結合されるよ
うになっている。
【００３１】
　第１飾り部材２０１と、第２飾り部材２１１と、第３飾り部材２２１とを連結させるに
は、まず、第３飾り部材２２１を作業台等（図示せず）の上に（前面を向けて）載置した
状態で、第３飾り部材２２１の右側第３結合部２２３の前面側に第２飾り部材２１１の下
側第２結合部２１３を重ねるように結合させて、第２飾り部材２１１と第３飾り部材２２
１とを連結させる。そして、第２飾り部材２１１の上側第２結合部２１２の前面側に第１
飾り部材２０１の右側第１結合部２０３を重ねるように結合させて、第１飾り部材２０１
と第２飾り部材２１１とを連結させるとともに、第３飾り部材２２１の左側第３結合部２
２２の前面側に第１飾り部材２０１の左側第１結合部２０２を重ねるように結合させて、
第１飾り部材２０１と第３飾り部材２２１とを連結させる。このように、第３飾り部材２
２１、第２飾り部材２１１、第１飾り部材２０１の順で連結させる場合のみ、第１飾り部
材２０１と、第２飾り部材２１１と、第３飾り部材２２１とを正しい向きで連結させるこ
とができるため、製造等において、センター飾り２００を容易で正確に組み立てることが
可能になる。
【００３２】
　一般的に、組み立ての際に後に組み付けられる部品ほど、加工誤差等の累積により位置
精度が低下する傾向がある。ステージ部材２５１が取り付けられる第３飾り部材２２１は
、第１始動入賞装置１１４への入球（入賞）に最も大きく関与する部品であり、位置精度
の低下を防止するため、センター飾り２００の組み立ての際に最初に組み付けられる。ま
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た、第２飾り部材２１１は、第２始動入賞装置１１５や大入賞装置１１６等の出玉に影響
のある遊技部品の近くに配置されており、位置精度の低下を防止するため、センター飾り
２００の組み立ての際に二番目に（第１飾り部材２０１よりも先に）組み付けられる。
【００３３】
　なお、第１飾り部材２０１の右側第１結合部２０３と第２飾り部材２１１の上側第２結
合部２１２とは、入れ子式に結合されるため、結合部分の周辺が薄肉となり破損しやすい
。そのため、遊技領域ＰＡ１の右上部において、第１飾り部材２０１の右側第１結合部２
０３と第２飾り部材２１１の上側第２結合部２１２との結合部分の近傍に、釘または風車
等の遊技部材が設けられるようにしてもよい。このようにすれば、遊技領域ＰＡ１の右上
部を落下する遊技球が、釘または風車等の遊技部材によって、第１飾り部材２０１の右側
第１結合部２０３と第２飾り部材２１１の上側第２結合部２１２との結合部分に直接的に
当接し難くなるため、センター飾り２００が破損するのを防止することができる。
【００３４】
　［第１入賞ユニットの構成］
　次に、第１入賞ユニット３００について、図１２～図１８を参照して説明する。第１入
賞ユニット３００は、図１２～図１４に示すように、３つの左側一般入賞装置１１３，１
１３，…と、第１始動入賞装置１１４と、ガイド部材３０１と、ベースプレート３１１と
、第１排出通路部材３２１と、第１通路カバー部材３３１と、第２排出通路部材３４１と
、第２通路カバー部材３５１とを有して構成される。
【００３５】
　３つの左側一般入賞装置１１３，１１３，…は、ベースプレート３１１に形成された３
つの一般入賞装置取付部３１４，３１４，…に、左右方向に並ぶように取り付けられる。
左側一般入賞装置１１３は、樹脂材料を用いて、上部および後部が開口して遊技球が入球
可能な箱状に形成される。左側一般入賞装置１１３の上部に、遊技領域ＰＡ１の下部左側
を落下する遊技球が通過可能な左側一般入賞口１１３ａが形成される。
【００３６】
　第１始動入賞装置１１４は、ベースプレート３１１に形成された始動入賞装置取付部３
１６に、３つの左側一般入賞装置１１３，１１３，…の右方に並んで取り付けられる。第
１始動入賞装置１１４は、透明もしくは半透明の樹脂材料を用いて、上部および後部が開
口して遊技球が入球可能な箱状に形成される。第１始動入賞装置１１４の上部に、遊技領
域ＰＡ１の下部中央を落下する遊技球が通過可能な第１始動入賞口１１４ａが形成される
。
【００３７】
　ガイド部材３０１は、ベースプレート３１１に形成されたガイド部材取付部３１２に、
３つの左側一般入賞装置１１３，１１３，…の左方に並んで取り付けられる。これにより
、ガイド部材３０１は、遊技領域ＰＡ１の下部左側における風車１１２の下方に配置され
る。ガイド部材３０１は、透明もしくは半透明の樹脂材料を用いて、後部が開口した箱状
に形成される。ガイド部材３０１の上部に、水平に対し右下方に傾斜した平面状の傾斜面
３０２が形成される。
【００３８】
　ベースプレート３１１は、図１３～図１４に示すように、樹脂材料を用いて板状に形成
される。ベースプレート３１１は、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、ベース部材
１０１の第１入賞装置取付穴１０３を覆うように、ベース部材１０１の前面側に取り付け
固定される。ベースプレート３１１の前面左側に、枠面状のガイド部材取付部３１２が形
成される。ガイド部材取付部３１２には、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いてガイド
部材３０１が取り付け固定される。ベースプレート３１１の前面左側におけるガイド部材
取付部３１２の内周側に、爪状のランプ保持部３１３が形成される。ランプ保持部３１３
には、保留球の数を表示可能な表示ランプ３６６が取り付け保持される。表示ランプ３６
６は、ガイド部材３０１に覆われるようになっている。
【００３９】
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　ベースプレート３１１の前面中間部に、３つの一般入賞装置取付部３１４が左右方向に
並んで形成される。３つの一般入賞装置取付部３１４には、ネジ等の固定部材（図示せず
）を用いて、３つの左側一般入賞装置１１３，１１３，…が取り付け固定される。ベース
プレート３１１における一般入賞装置取付部３１４の上部に、Ｕ字形に切り欠かれた３つ
の一般入賞球通過口３１５，３１５，…が形成される。一般入賞球通過口３１５は、左側
一般入賞装置１１３の後部開口部と位置整合して形成され、左側一般入賞口１１３ａを通
って左側一般入賞装置１１３に入球した遊技球が後方の一般入賞球通過口３１５を通過し
て、第１排出通路部材３２１に形成された第１球排出通路３２２に落入するようになって
いる（図１５および図１６（ａ）を参照）。
【００４０】
　ベースプレート３１１の前面右側に、枠面状の始動入賞装置取付部３１６が形成される
。始動入賞装置取付部３１６には、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、第１始動入
賞装置１１４が取り付け固定される。ベースプレート３１１における始動入賞装置取付部
３１６の上部に、Ｕ字形に切り欠かれた始動入賞球通過口３１７が形成される。始動入賞
球通過口３１７は、第１始動入賞装置１１４の後部開口部と位置整合して形成され、第１
始動入賞口１１４ａを通って第１始動入賞装置１１４に入球した遊技球が後方の始動入賞
球通過口３１７を通過して、第２排出通路部材３４１に形成された第２球排出通路３４２
に落入するようになっている（図１６（ｂ）を参照）。
【００４１】
　ベースプレート３１１における始動入賞装置取付部３１６の内周側に、リブ状のランプ
取付部３１８が形成される。ランプ取付部３１８には、ネジ等の固定部材（図示せず）を
用いて、第１始動入賞装置１１４の発光装飾を行うための装飾ランプ基板３６１が取り付
け固定される。装飾ランプ基板３６１は、第１始動入賞装置１１４に覆われるようになっ
ている（図１５を参照）。ベースプレート３１１の後面左側に、小枠状の第１磁気センサ
取付部３１９が形成される。第１磁気センサ取付部３１９には、第１下部磁気センサ３７
６が取り付け保持される。第１下部磁気センサ３７６は、ガイド部材３０１の近傍で生じ
た不正な磁気を検知可能に構成される。
【００４２】
　第１排出通路部材３２１は、図１３～図１４に示すように、樹脂材料を用いて右下方に
延びる管状に形成され、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、ベースプレート３１１
の後面中間部に取り付け固定される。第１排出通路部材３２１の内側に、遊技球が通過可
能な第１球排出通路３２２が形成される。第１球排出通路３２２の上流端部は、３つに分
岐して上方を向くように開口形成され、左側一般入賞装置１１３に入球して一般入賞球通
過口３１５から落下する遊技球が通過するようになっている（図１６（ａ）および図１７
（ａ）を参照）。第１球排出通路３２２の下流端部は、後方に折れ曲がるように形成され
、第１通路カバー部材３３１の第１出口通路３３２と繋がるようになっている（図１８（
ａ）を参照）。
【００４３】
　第１排出通路部材３２１の下面部右側に、小枠状の一般入賞センサ取付部３２３が形成
される。一般入賞センサ取付部３２３には、左側一般入賞センサ１１３ｓの本体部（基端
側）が取り付け保持される（図１７（ａ）および図１８（ａ）を参照）。第１排出通路部
材３２１の下面部中央に、小枠状の第２磁気センサ取付部３２５が形成される。第２磁気
センサ取付部３２５には、第２下部磁気センサ３７７が取り付け保持される（図１６（ａ
）および図１７（ａ）を参照）。第２下部磁気センサ３７７は、左側一般入賞装置１１３
の近傍で生じた不正な磁気を検知可能に構成される。第１排出通路部材３２１の後面部左
側に、小枠状の電波センサ取付部３２４が形成される。電波センサ取付部３２４には、電
波センサ３７１が取り付けられる。電波センサ３７１は、左側一般入賞装置１１３の近傍
で生じた不正な電波を検知可能に構成される。
【００４４】
　第１通路カバー部材３３１は、図１３～図１４に示すように、樹脂材料を用いて板状に
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形成され、ネジ等の結合部材（図示せず）を用いて、第１排出通路部材３２１の後側に重
ねて結合される。第１通路カバー部材３３１の左側に、第１排出通路部材３２１の電波セ
ンサ取付部３２４に取り付けられた電波センサ３７１を覆う電波センサカバー部３３４が
形成される。なお、第１通路カバー部材３３１の右端部は、内側に第１出口通路３３２を
有して上下方向に延びる管状に形成される。図１８（ａ）に示すように、第１出口通路３
３２の上流端部は、前方に折れ曲がるように形成され、第１球排出通路３２２の下流端部
と繋がるようになっている。第１出口通路３３２の下流端部は、下方を向いて開口形成さ
れ、第１球排出通路３２２および第１出口通路３３２を通過した遊技球が遊技盤１００の
後方に排出されて落下するようになっている。第１通路カバー部材３３１における第１出
口通路３３２の下流端部近傍に、溝状の一般入賞センサ保持部３３３が形成される。一般
入賞センサ保持部３３３には、左側一般入賞センサ１１３ｓの検出部（先端側）が取り付
け保持される。左側一般入賞センサ１１３ｓは、３つの左側一般入賞装置１１３，１１３
，…のうちいずれか一つに入球（入賞）して第１出口通路３３２を通過する遊技球を検出
可能に構成される。
【００４５】
　第２排出通路部材３４１は、図１３～図１４に示すように、樹脂材料を用いてＬ字形に
延びる管状に形成され、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、ベースプレート３１１
の後面右側に取り付け固定される。第２排出通路部材３４１の内側に、遊技球が通過可能
な第２球排出通路３４２が形成される。第２球排出通路３４２の上流端部は、上方を向い
て開口形成され、第１始動入賞装置１１４に入球して始動入賞球通過口３１７から落下す
る遊技球が通過するようになっている（図１６（ｂ）および図１７（ｂ）を参照）。第２
球排出通路３４２の下流端部は、後方に折れ曲がるように形成され、第２通路カバー部材
３５１の第２出口通路３５２と繋がるようになっている（図１８（ｂ）を参照）。
【００４６】
　第２排出通路部材３４１の上部に、小枠状の始動入賞センサ取付部３４３が形成される
。始動入賞センサ取付部３４３には、第１始動入賞センサ１１４ｓが取り付け保持される
（図１６（ｂ）および図１７（ｂ）を参照）。第１始動入賞センサ１１４ｓは、第１始動
入賞装置１１４に入球（入賞）して第２球排出通路３４２を通過する遊技球を検出可能に
構成される。第２排出通路部材３４１の上部左側に、第３磁気センサ取付部３４４が形成
される。第３磁気センサ取付部３４４には、第３下部磁気センサ３７８が取り付け保持さ
れる（図１７（ｂ）を参照）。第３下部磁気センサ３７８は、第１始動入賞装置１１４の
近傍で生じた不正な磁気を検知可能に構成される。
【００４７】
　第２通路カバー部材３５１は、図１３～図１４に示すように、樹脂材料を用いて板状に
形成され、ネジ等の結合部材（図示せず）を用いて、第２排出通路部材３４１の後側に重
ねて結合される。なお、第２通路カバー部材３５１の右端部は、内側に第２出口通路３５
２を有して上下方向に延びる管状に形成される。図１８（ｂ）に示すように、第２出口通
路３５２の上流端部は、前方に折れ曲がるように形成され、第２球排出通路３４２の下流
端部と繋がるようになっている。第２出口通路３５２の下流端部は、下方を向いて開口形
成され、第２球排出通路３４２および第２出口通路３５２を通過した遊技球が遊技盤１０
０の後方に排出されて落下するようになっている。
【００４８】
　以上のように構成される第１入賞ユニット３００は、ベース部材１０１の第１入賞装置
取付穴１０３に対して前方から取り付けられる。このとき、ベースプレート３１１の後面
側に取り付けられた第１排出通路部材３２１、第１通路カバー部材３３１、第２排出通路
部材３４１、および第２通路カバー部材３５１は、第１入賞装置取付穴１０３の内側に配
置されるようになっている。これにより、ベース部材１０１の第１入賞装置取付穴１０３
の形状を変更することなく、ベースプレート３１１、左側一般入賞装置１１３、第１始動
入賞装置１１４等のデザインのみを変更することが可能になり、低コストで、多種多様な
デザインの遊技盤を容易に設計することができる。また、第１排出通路部材３２１、第１
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通路カバー部材３３１、第２排出通路部材３４１、および第２通路カバー部材３５１が、
第１入賞装置取付穴１０３の内側に配置されるため、ベース部材１０１の後面側で空いた
スペースを、可動演出装置の設置スペースや配線スペース等として活用することが可能に
なる。
【００４９】
　なお、遊技領域ＰＡ１の下部左側を落下する遊技球が、３つの左側一般入賞装置１１３
，１１３，…のうちいずれか一つに入球（入賞）すると、左側一般入賞装置１１３の内部
および一般入賞球通過口３１５を通過して、第１球排出通路３２２における３つに分岐し
た上流端部のうちいずれか一つに落入し、第１球排出通路３２２および第１出口通路３３
２を通過して遊技盤１００の後方に排出される。また、遊技領域ＰＡ１の下部中央を落下
する遊技球が、第１始動入賞装置１１４に入球（入賞）すると、第１始動入賞装置１１４
の内部および始動入賞球通過口３１７を通過して、第２球排出通路３４２の上流端部に落
入し、第２球排出通路３４２および第２出口通路３５２を通過して遊技盤１００の後方に
排出される。このように、複数の左側一般入賞装置１１３，１１３，…に対して１つの第
１球排出通路３２２（および第１出口通路３３２）が合流するように設けられることで、
第１排出通路部材３２１（および第１通路カバー部材３３１）を小型化することができ、
左側一般入賞装置のデザインの変更等（例えば、左側一般入賞装置の個数の変更等）を容
易に行うことができる。
【００５０】
　また、ベースプレートの前面中間部には、複数の左側一般入賞装置に限らず、少なくと
も一つの左側一般入賞装置と、第２のアウト口とが設けられるようにしてもよい。このよ
うにすれば、出玉率を容易に変更することが可能になる。なおこの場合、ベースプレート
の後面側に、前述と同様の第１球排出通路（および第１出口通路）が設けられ、ベースプ
レートの前面側に、第２のアウト口を通過した遊技球をアウト口１１９に合流させるアウ
ト球合流通路が設けられるようにしてもよい。
【００５１】
　［ガイド部材の近傍の釘等の配置］
　次に、遊技領域ＰＡ１の左側における釘１１１および風車１１２等の配置について、図
１９～図２０を参照して説明する。各釘１１１は、図２０に示すように、ベース部材１０
１の前面（遊技領域を構成する盤面）に対して概ね垂直な方向に立設され、ベース部材１
０１の前面から板状の複層ガラス５ａの後面近傍まで延びるように形成される。なお、「
概ね垂直」とは、釘１１１がベース部材１０１の前面に対して垂直な場合に加え、釘１１
１がベース部材１０１の前面に対して垂直よりも僅かに傾斜している場合を含むものとす
る。また、以降で述べる「連釘」とは、遊技領域ＰＡ１に直線的に並んで配置された少な
くとも２本以上の釘１１１から構成されたものである。また、ベース部材１０１における
遊技領域ＰＡ１の前面と、ベース部材１０１の前方に所定間隔（遊技球Ｂが通過可能な間
隔）を置いて配置された複層ガラス５ａの後面との間に、遊技領域ＰＡ１の前面において
遊技球Ｂが落下可能な遊技空間Ｓ１が形成される。
【００５２】
　釘１１１は、円柱状に形成された胴部１１１ａと、胴部１１１ａの一端に傘状に形成さ
れた頭部１１１ｂとを有して構成される。そして、遊技領域ＰＡ１を落下する遊技球Ｂが
釘１１１に当接する場合、釘１１１の胴部１１１ａに当接するようになっている。以降の
各実施形態において、釘１１１同士の間隔は、各釘１１１の胴部１１１ａの間隔Ｄ（例え
ば、各釘１１１の頭部１１１ｂに近接する胴部１１１ａの外周面同士の間隔）を示すもの
とする。
【００５３】
　風車１１２は、遊技領域ＰＡ１の左側（センター飾り２００の左方）に回転自在に設け
られ、遊技領域ＰＡ１の左側を落下する遊技球Ｂが風車１１２に当接すると、遊技球Ｂの
落下する向きが変化し得るように構成される。前述したように、ガイド部材３０１は、遊
技領域ＰＡ１の下部左側における風車１１２の下方に配置される。これにより、遊技領域
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ＰＡ１における風車１１２の左方を通って落下する遊技球Ｂ（図１９の左側の破線矢印を
参照）が、ガイド部材３０１の傾斜面３０２に沿って（右下方に）落下移動できるように
なっている。
【００５４】
　遊技領域ＰＡ１の下部左側におけるガイド部材３０１の傾斜面３０２の右下方に、第１
下側連釘１５１が配置される。第１下側連釘１５１は、水平に対し右下方に傾斜する方向
（第１始動入賞装置１１４に向かう方向）に直線的に並ぶ３本の釘（１１１）から構成さ
れる。第１下側連釘１５１は、ガイド部材３０１の傾斜面３０２から右下方に落下する遊
技球Ｂがこの３本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第１下側
連釘１５１を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所
定の間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、ガイド部材３０１
の傾斜面３０２の水平に対する傾斜角度は、第１下側連釘１５１が直線的に並ぶ方向（図
１９の二点鎖線に沿った方向）の傾斜角度よりも緩い角度に設定される。
【００５５】
　なお、第１下側連釘１５１が直線的に並ぶ方向の傾斜角度は、図１９の二点鎖線で示す
ように、第１下側連釘１５１の左上端部に位置する釘と、第１下側連釘１５１の左上端部
から数えて２番目に位置する釘とを通る直線の水平に対する傾斜角度を示すものとする。
また、第１下側連釘１５１が直線的に並ぶ方向の傾斜角度は、第１下側連釘１５１の左上
端部に位置する釘と、第１下側連釘１５１の右下端部に位置する釘とを通る直線の水平に
対する傾斜角度を示すものとしてもよい。
【００５６】
　遊技領域ＰＡ１の下部左側における第１下側連釘１５１の右下方に、第２下側連釘１５
２が配置される。第２下側連釘１５２は、第１下側連釘１５１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ３本の釘（１１１）から構成される。第２下側連釘１５２は、遊技球
Ｂがこの３本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第２下側連釘
１５２を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第１下側連釘１５１（
右下端部に位置する釘）と、第２下側連釘１５２（左上端部に位置する釘）との間隔は、
遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。
【００５７】
　遊技領域ＰＡ１の下部左側における第２下側連釘１５２の右下方に、第３下側連釘１５
３が配置される。第３下側連釘１５３は、第１下側連釘１５１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ３本の釘（１１１）から構成される。第３下側連釘１５３は、遊技球
Ｂがこの３本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第３下側連釘
１５３を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第２下側連釘１５２（
右下端部に位置する釘）と、第３下側連釘１５３（左上端部に位置する釘）との間隔は、
遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。
【００５８】
　遊技領域ＰＡ１の下部左側における第３下側連釘１５３の右下方に、第４下側連釘１５
４が配置される。第４下側連釘１５４は、第１下側連釘１５１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ４本の釘（１１１）から構成される。第４下側連釘１５４は、遊技球
Ｂがこの４本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第４下側連釘
１５４を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第３下側連釘１５３（
右下端部に位置する釘）と、第４下側連釘１５４（左上端部に位置する釘）との間隔は、
遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。
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【００５９】
　遊技領域ＰＡ１の下部左側における第１～第４下側連釘１５１～１５４の上方かつ風車
１１２の下方に、第１～第４上側連釘１６１～１６４が配置される。第１上側連釘１６１
は、遊技領域ＰＡ１の下部左側における風車１１２の右下方に配置される。第１上側連釘
１６１は、水平に対し右下方に傾斜する方向（第１始動入賞装置１１４に向かう方向）に
直線的に並ぶ３本の釘（１１１）から構成される。第１上側連釘１６１は、遊技領域ＰＡ
１における風車１１２の右方を通って落下する遊技球Ｂ（図１９の右側の破線矢印を参照
）がこの３本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第１上側連釘
１６１を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第１上側連釘１６１は
、第１下側連釘１５１の上方に略平行に設けられ、第１下側連釘１５１と第１上側連釘１
６１との上下方向の間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径
よりも大きくて、遊技球Ｂの直径の２倍よりも小さい間隔）に設定される。
【００６０】
　第２上側連釘１６２は、遊技領域ＰＡ１の下部左側における第１上側連釘１６１の右下
方に配置される。第２上側連釘１６２は、第１上側連釘１６１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ３本の釘（１１１）から構成される。第２上側連釘１６２は、遊技球
Ｂがこの３本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第２上側連釘
１６２を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第１上側連釘１６１（
右下端部に位置する釘）と、第２上側連釘１６２（左上端部に位置する釘）との間隔は、
遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。また、第２上側連釘１６２は
、第２下側連釘１５２の上方に略平行に設けられ、第２下側連釘１５２と第２上側連釘１
６２との上下方向の間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径
よりも大きくて、遊技球Ｂの直径の２倍よりも小さい間隔）に設定される。
【００６１】
　第３上側連釘１６３は、遊技領域ＰＡ１の下部左側における第２上側連釘１６２の右下
方に配置される。第３上側連釘１６３は、第１上側連釘１６１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ３本の釘（１１１）から構成される。第３上側連釘１６３は、遊技球
Ｂがこの３本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第３上側連釘
１６３を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第２上側連釘１６２（
右下端部に位置する釘）と、第３上側連釘１６３（左上端部に位置する釘）との間隔は、
遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。また、第３上側連釘１６３は
、第３下側連釘１５３の上方に略平行に設けられ、第３下側連釘１５３と第３上側連釘１
６３との上下方向の間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径
よりも大きくて、遊技球Ｂの直径の２倍よりも小さい間隔）に設定される。
【００６２】
　第４上側連釘１６４は、遊技領域ＰＡ１の下部左側における第３上側連釘１６３の右下
方に配置される。第４上側連釘１６４は、第１上側連釘１６１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ７本の釘（１１１）から構成される。第４上側連釘１６４は、遊技球
Ｂがこの７本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第４上側連釘
１６４を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第３上側連釘１６３（
右下端部に位置する釘）と、第４上側連釘１６４（左上端部に位置する釘）との間隔は、
遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。また、第４上側連釘１６４は
、第４下側連釘１５４の上方に略平行に設けられ、第４下側連釘１５４と第４上側連釘１
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６４との上下方向の間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径
よりも大きくて、遊技球Ｂの直径の２倍よりも小さい間隔）に設定される。
【００６３】
　前述したように、遊技領域ＰＡ１における風車１１２の右方を通って落下する遊技球Ｂ
は、第１上側連釘１６１まで落下すると、第１上側連釘１６１にガイドされて右下方に落
下移動する。なお、第１上側連釘１６１の上を右下方に落下移動する遊技球Ｂは、第１～
第４上側連釘１６１～１６４の間隙部を通って落下しない限り、さらに第２～第４上側連
釘１６２～１６４の上を右下方に落下移動することが可能である。
【００６４】
　一方、遊技領域ＰＡ１における風車１１２の左方を通って落下する遊技球Ｂは、ガイド
部材３０１の傾斜面３０２まで落下し、当該傾斜面３０２に沿って右下方に落下移動する
ことができる。そして、ガイド部材３０１の傾斜面３０２から右下方に落下する遊技球Ｂ
は、第１下側連釘１５１にガイドされて、少なくとも、第１下側連釘１５１と第１上側連
釘１６１との間を通って落下移動することができるように構成される。これにより、ガイ
ド部材３０１の傾斜面３０２から右下方に落下する遊技球Ｂは、第１～第４下側連釘１５
１～１５４の間隙部を通って落下しない限り、第１～第４下側連釘１５１～１５４を構成
するいずれかの釘と、第１～第４上側連釘１６１～１６４を構成するいずれかの釘とに当
接して上下に弾むように、第１～第４下側連釘１５１～１５４と第１～第４上側連釘１６
１～１６４との間を落下移動することが可能になる。そのため、ガイド部材３０１の傾斜
面３０２から右下方に落下する遊技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技
球Ｂの動きを多様にして遊技性をより高めることができる。
【００６５】
　なお、第１～第４下側連釘１５１～１５４の下方に３つの左側一般入賞装置１１３，１
１３，…が配置される。第１～第４下側連釘１５１～１５４におけるいずれかの間隙部を
通って落下する遊技球Ｂは、３つの左側一般入賞装置１１３，１１３，…うちいずれかの
左側一般入賞口１１３ａを通過し得るようになっている。また、第４下側連釘１５４から
右下方に落下する遊技球Ｂは、第１始動入賞装置１１４の第１始動入賞口１１４ａよりも
下方に落下するため、第１始動入賞装置１１４に入球（入賞）するのが非常に困難である
。但し、遊技領域ＰＡ１における第１始動入賞装置１１４の下方に隣接して、第２始動入
賞装置もしくは大入賞装置等の開閉型入賞装置が設けられる場合には、第４下側連釘１５
４から右下方に落下する遊技球Ｂが当該開閉型入賞装置に入球（入賞）し得るように構成
されてもよい。
【００６６】
　また、遊技球Ｂが通過し得る３つの間隙部を介して、第１～第４上側連釘１６１～１６
４が設けられているが、これに限られるものではなく、遊技球が通過し得る１つの間隙部
を介して、２つの上側連釘が設けられるようにしてもよく、遊技球が通過し得る間隙部を
無くして、１つの長い上側連釘が設けられるようにしてもよい。また、第１～第４上側連
釘１６１～１６４を構成する釘（１１１）の一部を、遊技領域ＰＡ１の前面に対して傾斜
するジャンプ釘とし、第１～第４上側連釘１６１～１６４の上を落下移動する遊技球Ｂが
当該ジャンプ釘に当接すると、センター飾り２００のステージ部２５２に向けて弾んでス
テージ部２５２の上に乗ることができるように構成されてもよい。
【００６７】
　［第１実施形態における特徴構成］
　［ガイド部材の近傍の釘等の特徴構成］
　本実施形態において、ガイド部材３０１の傾斜面３０２の傾斜角度は、第１下側連釘１
５１が直線的に並ぶ方向の傾斜角度よりも緩い角度に設定され、傾斜面３０２から右下方
に落下する遊技球Ｂが、遊技領域ＰＡ１における第１下側連釘１５１と第１上側連釘１６
１との間を通って落下移動することができるように構成される。このように、ガイド部材
３０１の傾斜面３０２の傾斜角度は、第１下側連釘１５１が直線的に並ぶ方向の傾斜角度
よりも緩い角度に設定されるため、遊技球Ｂが傾斜面３０２から深く落ち込む形で第１下
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側連釘１５１の上に落下する。そのため、ガイド部材３０１の傾斜面３０２から第１下側
連釘１５１の上方に飛び出して落下する遊技球Ｂが第１下側連釘１５１の上で弾み易くな
ったり、傾斜面３０２と第１下側連釘１５１との傾斜角度の差により遊技球Ｂの落下移動
速度が変化したりすることで、ガイド部材３０１の傾斜面３０２から右下方に落下する遊
技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技性を
より高めることができる。
【００６８】
　また、第１上側連釘１６１は、遊技領域ＰＡ１における第１下側連釘１５１の上方に略
平行に設けられ、第１下側連釘１５１と第１上側連釘１６１との間隔は、遊技球Ｂの直径
よりも大きく遊技球Ｂの直径の２倍よりも小さい間隔に設定される。これにより、ガイド
部材３０１の傾斜面３０２から右下方に落下する遊技球Ｂは、第１下側連釘１５１を構成
するいずれかの釘１１１と、第１上側連釘１６１を構成するいずれかの釘１１１とに当接
して上下に弾むように、第１下側連釘１５１と第１上側連釘１６１との間を落下移動する
ことが可能になる。このようにして、ガイド部材３０１の傾斜面３０２から右下方に落下
する遊技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊
技性をより高めることができる。
【００６９】
　［遊技盤の第２実施形態］
　次に、第２実施形態に係る遊技盤５００の概要構成について、図２１を参照して説明す
る。第２実施形態に係る遊技盤５００は、ベース部材５０１と、内レール部材１０６およ
び外レール部材１０７とを有し、ベース部材５０１の前面に、左側の領域が内レール部材
１０６に囲まれるとともに、上側および右側の領域が外レール部材１０７に囲まれた遊技
領域ＰＡ２が形成される。この遊技領域ＰＡ２には、複数の釘１１１や風車１１２ととも
に、遊技領域ＰＡ２の中央部近傍に配置されたセンター飾り５２０と、遊技領域ＰＡ２の
下部左側に配置された２つの左側一般入賞装置５１３，５１３と、遊技領域ＰＡ２の下部
中央に配置された第１始動入賞装置５１４と、遊技領域ＰＡ２の下部右側に配置された、
第２始動入賞装置５１５、大入賞装置５１６、右側一般入賞装置５１７、および補助遊技
始動ゲート５１８と、遊技領域ＰＡ２の下端に配置されたアウト口５１９等が設けられる
。
【００７０】
　ベース部材５０１は、第１実施形態のベース部材１０１と同様に形成される。第１実施
形態と同様、ベース部材５０１に開口形成された各取付穴（図示せず）に、センター飾り
５２０、左側一般入賞装置５１３、第１始動入賞装置５１４、第２始動入賞装置５１５、
大入賞装置５１６、右側一般入賞装置５１７、および補助遊技始動ゲート５１８等が取り
付けられる。ベース部材５０１の後面側に、リール型演出装置５２１が取り付けられ、セ
ンター飾り５２０の開口部分を通じて、リール型演出装置５２１の各リールを前方から視
認可能に構成されている。
【００７１】
　なお、内レール部材１０６および外レール部材１０７と、発射通路１０９については、
第１実施形態と同様の構成であり、第１実施形態の場合と同じ符号を付して詳細な説明を
省略する。また、釘１１１および風車１１２については、第１実施形態と同様の形状であ
り、第１実施形態の場合と同じ符号を付して各部の説明を省略する。また、遊技領域ＰＡ
２の下部左側には、第１実施形態のガイド部材３０１と同様に構成された傾斜面５２７を
有するガイド部材５２６が設けられる。
【００７２】
　［ガイド部材の近傍の釘等の配置］
　次に、遊技領域ＰＡ２の左側における釘１１１および風車１１２等の配置について、図
２１および図２２を参照して説明する。各釘１１１は、第１実施形態と同様に、ベース部
材５０１の前面（遊技領域を構成する盤面）に対して概ね垂直な方向に立設され、ベース
部材５０１の前面から板状の複層ガラス５ａの後面近傍まで延びるように形成される。ま
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た、ベース部材５０１における遊技領域ＰＡ２の前面と、ベース部材５０１の前方に所定
間隔（遊技球Ｂが通過可能な間隔）を置いて配置された複層ガラス５ａの後面との間に、
遊技領域ＰＡ２の前面において遊技球Ｂが落下可能な遊技空間Ｓ２が形成される（図２５
（ａ）を参照）。
【００７３】
　風車１１２は、第１実施形態と同様に、遊技領域ＰＡ２の左側（センター飾り５２０の
左方）に回転自在に設けられる。ガイド部材５２６は、遊技領域ＰＡ２の下部左側におけ
る風車１１２の下方に配置される。これにより、遊技領域ＰＡ２における風車１１２の左
方を通って落下する遊技球Ｂが、ガイド部材５２６の傾斜面５２７に沿って（右下方に）
落下移動できるようになっている。
【００７４】
　遊技領域ＰＡ２の下部左側におけるガイド部材５２６の傾斜面５２７の右下方に、第１
下側連釘５５１が配置される。第１下側連釘５５１は、水平に対し右下方に傾斜する方向
（第１始動入賞装置５１４に向かう方向）に直線的に並ぶ３本の釘（１１１）から構成さ
れる。第１下側連釘５５１は、ガイド部材５２６の傾斜面５２７から右下方に落下する遊
技球Ｂがこの３本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第１下側
連釘５５１を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所
定の間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、ガイド部材５２６
の傾斜面５２７の水平に対する傾斜角度は、第１下側連釘５５１が直線的に並ぶ方向の傾
斜角度よりも緩い角度に設定される。
【００７５】
　遊技領域ＰＡ２の下部左側における第１下側連釘５５１の右下方に、第２下側連釘５５
２が配置される。第２下側連釘５５２は、第１下側連釘５５１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ５本の釘（１１１）から構成される。第２下側連釘５５２は、遊技球
Ｂがこの５本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第２下側連釘
５５２を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第１下側連釘５５１（
右下端部に位置する釘）と、第２下側連釘５５２（左上端部に位置する釘）との間隔は、
遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。
【００７６】
　遊技領域ＰＡ２の下部左側における第１～第２下側連釘５５１～５５２の上方かつ風車
１１２の下方に、第１～第３上側連釘５６１～５６３が配置される。第１上側連釘５６１
は、遊技領域ＰＡ２の下部左側における風車１１２の右下方に配置される。第１上側連釘
５６１は、水平に対し右下方に傾斜する方向（第１始動入賞装置５１４に向かう方向）に
直線的に並ぶ６本の釘（１１１）から構成される。第１上側連釘５６１は、遊技領域ＰＡ
２における風車１１２の右方を通って落下する遊技球Ｂがこの６本の釘（１１１）の上を
落下移動するようにガイドする。なお、第１上側連釘５６１を構成する釘同士の間隔は、
遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下
の間隔）に設定される。また、第１上側連釘５６１は、第１下側連釘５５１の上方に略平
行に設けられ、第１下側連釘５５１と第１上側連釘５６１との上下方向の間隔は、遊技球
Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの直径の
２倍よりも小さい間隔）に設定される。
【００７７】
　第２上側連釘５６２は、遊技領域ＰＡ２の下部左側における第１上側連釘５６１の右下
方に配置される。第２上側連釘５６２は、第１上側連釘５６１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ１０本の釘（１１１）から構成される。第２上側連釘５６２は、遊技
球Ｂがこの１０本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第２上側
連釘５６２を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所
定の間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第１上側連釘５６
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１（右下端部に位置する釘）と、第２上側連釘５６２（左上端部に位置する釘）との間隔
は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球
Ｂの直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。また、第２上側連釘５６
２は、第２下側連釘５５２の上方に略平行に設けられ、第２下側連釘５５２と第２上側連
釘５６２との上下方向の間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの
直径よりも大きくて、遊技球Ｂの直径の２倍よりも小さい間隔）に設定される。
【００７８】
　第３上側連釘５６３は、遊技領域ＰＡ２の下部左側における第２上側連釘５６２の右下
方に配置される。第３上側連釘５６３は、第１上側連釘５６１と同じく右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ７本の釘（１１１）から構成される。第３上側連釘５６３は、遊技球
Ｂがこの７本の釘（１１１）の上を落下移動するようにガイドする。なお、第３上側連釘
５６３を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗ることもない所定の
間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、第２上側連釘５６２（
右下端部に位置する釘）と、第３上側連釘５６３（左上端部に位置する釘）との間隔は、
遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの
直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。具体例として、第２上側連釘
５６２（右下端部に位置する釘）と、第３上側連釘５６３（左上端部に位置する釘）との
間隔は１２．００ｍｍに設定される。なお、各実施形態において、遊技球Ｂの直径は１１
．００ｍｍに設定される。
【００７９】
　前述したように、遊技領域ＰＡ２における風車１１２の右方を通って落下する遊技球Ｂ
は、第１上側連釘５６１まで落下すると、第１上側連釘５６１にガイドされて右下方に落
下移動する。なお、第１上側連釘５６１の上を右下方に落下移動する遊技球Ｂは、第１～
第３上側連釘５６１～５６３の間隙部を通って落下しない限り、さらに第２～第３上側連
釘５６２～５６３の上を右下方に落下移動することが可能である。
【００８０】
　一方、遊技領域ＰＡ２における風車１１２の左方を通って落下する遊技球Ｂは、ガイド
部材５２６の傾斜面５２７まで落下し、当該傾斜面５２７に沿って右下方に落下移動する
ことができる。そして、ガイド部材５２６の傾斜面５２７から右下方に落下する遊技球Ｂ
は、第１下側連釘５５１にガイドされて、少なくとも、第１下側連釘５５１と第１上側連
釘５６１との間を通って落下移動することができるように構成される。これにより、ガイ
ド部材５２６の傾斜面５２７から右下方に落下する遊技球Ｂは、第１～第２下側連釘５５
１～５５２の間隙部を通って落下しない限り、第１～第２下側連釘５５１～５５２を構成
するいずれかの釘と、第１～第２上側連釘５６１～５６２を構成するいずれかの釘とに当
接して上下に弾むように、第１～第２下側連釘５５１～５５２と第１～第２上側連釘５６
１～５６２との間を落下移動することが可能になる。そのため、ガイド部材５２６の傾斜
面５２７から右下方に落下する遊技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技
球Ｂの動きを多様にして遊技性をより高めることができる。
【００８１】
　なお、第１～第２下側連釘５５１～５５２の下方に２つの左側一般入賞装置５１３，５
１３が配置される。左側一般入賞装置５１３の上部には、遊技領域ＰＡ２の下部左側を落
下する遊技球が通過可能な左側一般入賞口５１３ａが形成される。第１下側連釘５５１と
第２下側連釘５５２との間隙部を通って落下する遊技球Ｂは、２つのうち左方の左側一般
入賞装置５１３に形成された左側一般入賞口５１３ａを通過可能に構成される。一方、第
２下側連釘５５２まで達して第２下側連釘５５２の右下方に落下する遊技球Ｂは、２つの
うち右方の左側一般入賞装置５１３に形成された左側一般入賞口５１３ａを通過可能に構
成される。
【００８２】
　［左側一般入賞装置の近傍の釘等の配置］
　次に、遊技領域ＰＡ２における右方の左側一般入賞口５１３ａの上方に配置される釘１
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１１について、図２２を参照して説明する。遊技領域ＰＡ２における右方の左側一般入賞
口５１３ａの左側縁部の上方近傍に、第１の左遊技釘５７１が配置される。遊技領域ＰＡ
２における右方の左側一般入賞口５１３ａの右側縁部の上方近傍に、第１の左遊技釘５７
１と同じ高さ位置で第２の左遊技釘５７２が配置される。遊技領域ＰＡ２における第１の
左遊技釘５７１の左上方に、第３の左遊技釘５７３が配置される。遊技領域ＰＡ２におけ
る第１の左遊技釘５７１の右上方かつ第２の左遊技釘５７２の左上方に、第３の左遊技釘
５７３と同じ高さ位置で第４の左遊技釘５７４が配置される。遊技領域ＰＡ２における第
２の左遊技釘５７２の右上方に、第３の左遊技釘５７３と同じ高さ位置で第５の左遊技釘
５７５が配置される。第１～第５の左遊技釘５７１～５７５はそれぞれ、１本の釘（１１
１）から構成される。
【００８３】
　遊技領域ＰＡ２における第３の左遊技釘５７３の左上方近傍に、前述の第２下側連釘５
５２が配置される。さらに、遊技領域ＰＡ２における第３の左遊技釘５７３の上方（且つ
、第２下側連釘５５２の上方）に、前述の第２上側連釘５６２が配置される。遊技領域Ｐ
Ａ２における第５の左遊技釘５７５の上方（且つ、第２上側連釘５６２の右下方）に、前
述の第３上側連釘５６３が配置される。
【００８４】
　そして、遊技領域ＰＡ２における第２上側連釘５６２と第３上側連釘５６３との間を通
って落下する遊技球Ｂは、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間、もしく
は第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間を通るように構成される。第３の
左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間を通って落下する遊技球Ｂは、第１の左遊
技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７
３との間、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間のうちいずれかを通るよ
うに構成される。一方、第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間を通って落
下する遊技球Ｂは、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間、第２の左遊技
釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３
との間のうちいずれかを通るように構成される。
【００８５】
　また、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間を通って落下する遊技球Ｂ
は、第１の左遊技釘５７１、第２の左遊技釘５７２、第３の左遊技釘５７３、および第４
の左遊技釘５７４のうち少なくともいずれかに当接して落下する向きを変えることにより
、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間を通ることが可能となるように構
成される。一方、第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間を通って落下する
遊技球Ｂは、第１の左遊技釘５７１、第２の左遊技釘５７２、第４の左遊技釘５７４、お
よび第５の左遊技釘５７５のうち少なくともいずれかに当接して落下する向きを変えるこ
とにより、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間を通ることが可能となる
ように構成される。
【００８６】
　なお、遊技領域ＰＡ２における第４の左遊技釘５７４の上方近傍に、第２上側連釘５６
２と第３上側連釘５６３との間を通って落下する遊技球Ｂが直接的に第４の左遊技釘５７
４に当接するのを防ぐ緩衝釘５７６が配置される。緩衝釘５７６は、１本の釘（１１１）
から構成される。第２上側連釘５６２と第３上側連釘５６３との間を通って落下する遊技
球Ｂが緩衝釘５７６に当接することで、遊技球Ｂが断続的に当接することにより第４の左
遊技釘５７４が傾くように変位するのを防ぎ、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の間
隔を一定に保つことができる。
【００８７】
　第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定
の間隔（遊技球Ｂの直径よりも大きい間隔）に設定される。具体例として、第１の左遊技
釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間隔は１１．５０ｍｍに設定される。第１の左遊技
釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（第１の
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左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間隔よりも大きい間隔）に設定される。具体
例として、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間隔は１４．００ｍｍに設
定される。第１の左遊技釘５７１と第４の左遊技釘５７４との間隔は、遊技球Ｂが通過し
得る所定の間隔（第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間隔よりも小さい間
隔）に設定される。具体例として、第１の左遊技釘５７１と第４の左遊技釘５７４との間
隔は１１．５０ｍｍに設定される。
【００８８】
　第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定
の間隔（第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間隔よりも大きい間隔）に設
定される。具体例として、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間隔は１４
．００ｍｍに設定される。第２の左遊技釘５７２と第４の左遊技釘５７４との間隔は、遊
技球Ｂが通過し得る所定の間隔（第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間隔
よりも小さい間隔）に設定される。具体例として、第２の左遊技釘５７２と第４の左遊技
釘５７４との間隔は１１．５０ｍｍに設定される。
【００８９】
　第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定
の間隔（第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間隔よりも大きくて、第４の
左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間隔よりも小さい間隔）に設定される。具体
例として、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間隔は１４．４０ｍｍに設
定される。第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間隔は、遊技球Ｂが通過し
得る所定の間隔（第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間隔よりも大きくて
、遊技球Ｂの直径に半径を加えた長さより小さい間隔）に設定される。具体例として、第
４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間隔は１５．２６ｍｍに設定される。
【００９０】
　緩衝釘５７６と第２上側連釘５６２（右下端部に位置する釘）との間隔は、遊技球Ｂが
通過し得る所定の間隔（遊技球Ｂの直径よりも大きい間隔）に設定される。具体例として
、緩衝釘５７６と第２上側連釘５６２（右下端部に位置する釘）との間隔は１１．７１ｍ
ｍに設定される。緩衝釘５７６と第３上側連釘５６３（左上端部に位置する釘）との間隔
は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（遊技球Ｂの直径よりも大きい間隔）に設定される
。具体例として、緩衝釘５７６と第３上側連釘５６３（左上端部に位置する釘）との間隔
は１５．４７ｍｍに設定される。
【００９１】
　前述したように、遊技領域ＰＡ２における第２上側連釘５６２と第３上側連釘５６３と
の間を通って落下する遊技球Ｂは、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間
、もしくは第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間を通る。このとき、第３
の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間隔は、第４の左遊技釘５７４と第５の左
遊技釘５７５との間隔よりも小さい間隔に設定されるため、第３の左遊技釘５７３と第４
の左遊技釘５７４との間と、第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間で、遊
技球Ｂの通り易さが異なっている。
【００９２】
　遊技領域ＰＡ２における第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間を通って
落下する遊技球Ｂは、第１の左遊技釘５７１、第２の左遊技釘５７２、第３の左遊技釘５
７３、および第４の左遊技釘５７４のうち少なくともいずれかに当接して落下する向きを
変えて、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間、第１の左遊技釘５７１と
第３の左遊技釘５７３との間、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間のう
ちいずれかを通る。このとき、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間隔は
、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間隔および第１の左遊技釘５７１（
第２の左遊技釘５７２）と第４の左遊技釘５７４との間隔よりも大きい間隔に設定される
ため、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間と、第１の左遊技釘５７１と
第３の左遊技釘５７３との間と、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間で
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、遊技球Ｂの通り易さが異なっている。
【００９３】
　一方、遊技領域ＰＡ２における第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間を
通って落下する遊技球Ｂは、第１の左遊技釘５７１、第２の左遊技釘５７２、第４の左遊
技釘５７４、および第５の左遊技釘５７５のうち少なくともいずれかに当接して落下する
向きを変えて、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間、第２の左遊技釘５
７２と第５の左遊技釘５７５との間、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との
間のうちいずれかを通る。このとき、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との
間隔は、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間隔および第２の左遊技釘５
７２（第１の左遊技釘５７１）と第４の左遊技釘５７４との間隔よりも大きい間隔に設定
されるため、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間と、第２の左遊技釘５
７２と第５の左遊技釘５７５との間と、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３と
の間で、遊技球Ｂの通り易さが異なっている。
【００９４】
　そして、遊技領域ＰＡ２における第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間
を通って落下する遊技球Ｂは、右方の左側一般入賞口５１３ａを通過して左側一般入賞装
置５１３に入球（入賞）する。一方、遊技領域ＰＡ２における第１の左遊技釘５７１と第
３の左遊技釘５７３との間を通って落下する遊技球Ｂは、２つの左側一般入賞装置５１３
，５１３の間を落下して、アウト口５１９に導かれる。また、遊技領域ＰＡ２における第
２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間を通って落下する遊技球Ｂは、右方の
左側一般入賞装置５１３と第１始動入賞装置５１４との間を落下して、アウト口５１９に
導かれる。このように、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の間隔を変えて、各遊技釘
間での遊技球Ｂの通り易さを異ならせることで、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の
間を通る遊技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にし
て遊技性をより高めることができる。
【００９５】
　なお、遊技領域ＰＡ２における第２下側連釘５５２の上を落下移動して、当該第２下側
連釘５５２の右下方に落下する遊技球Ｂは、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７
４との間を通ってから、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間、第１の左
遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５
７５との間のうちいずれかを通る。これにより、第２下側連釘５５２の右下方に落下する
遊技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技性
をより高めることができる。
【００９６】
　［右側一般入賞装置の近傍の釘等の配置］
　前述したように、遊技領域ＰＡ２の下部右側に、第２始動入賞装置５１５、大入賞装置
５１６、右側一般入賞装置５１７、および補助遊技始動ゲート５１８が配置される。左側
一般入賞装置５１３と同様、右側一般入賞装置５１７の上部に、遊技領域ＰＡ２の下部右
側を落下する遊技球が通過可能な右側一般入賞口５１７ａが形成される（図２３を参照）
。また、遊技領域ＰＡ２における右側一般入賞装置５１７の左上方に第２始動入賞装置５
１５が配置され、右側一般入賞装置５１７の左下方に大入賞装置５１６が配置される。第
２始動入賞装置５１５は、第２始動入賞口５１５ａを揺動開閉可能な羽根部材５１５ｗ（
図２３を参照）を有する開閉型入賞装置である。また、遊技領域ＰＡ２における右側一般
入賞装置５１７の上方かつ第２始動入賞装置５１５の右上方に、補助遊技始動ゲート５１
８が配置される。
【００９７】
　次に、遊技領域ＰＡ２における右側一般入賞口５１７ａの上方に配置される釘１１１に
ついて、図２３を参照して説明する。遊技領域ＰＡ２における右側一般入賞口５１７ａの
左側縁部の上方近傍に、第１の右遊技釘５８１が配置される。遊技領域ＰＡ２における右
側一般入賞口５１７ａの右側縁部の上方近傍に、第１の右遊技釘５８１と同じ高さ位置で
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第２の右遊技釘５８２が配置される。遊技領域ＰＡ２における第１の右遊技釘５８１の上
方に、第３の右遊技釘５８３が配置される。遊技領域ＰＡ２における第２の右遊技釘５８
２の上方に、第３の右遊技釘５８３と同じ高さ位置で第４の右遊技釘５８４が配置される
。第１～第４の右遊技釘５８１～５８４はそれぞれ、１本の釘（１１１）から構成される
。
【００９８】
　遊技領域ＰＡ２における第４の右遊技釘５８４の上方に、補助遊技始動ゲート５１８に
設けられたガイド部５１８ｇの下流端部に近接して上流釘５９１が配置される。上流釘５
９１は、１本の釘（１１１）から構成される。
【００９９】
　遊技領域ＰＡ２における第３の右遊技釘５８３の上方かつ上流釘５９１の左下方に、下
流側連釘５９２が配置される。下流側連釘５９２は、水平に対し左下方に傾斜する方向（
第２始動入賞装置５１５に向かう方向）に直線的に並ぶ４本の釘（１１１）から構成され
る。下流側連釘５９２は、遊技球Ｂがこの４本の釘（１１１）の上を落下移動するように
ガイドする。下流側連釘５９２における右上端部に位置する釘は、第３の右遊技釘５８３
の上方近傍に配置され、下流側連釘５９２（右上端部に位置する釘）と第３の右遊技釘５
８３との間を遊技球Ｂが通れないようになっている。
【０１００】
　なお、下流側連釘５９２を構成する釘同士の間隔は、遊技球Ｂが通らず、遊技球Ｂが乗
ることもない所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの半径以下の間隔）に設定される。また、上
流釘５９１と下流側連釘５９２（右上端部に位置する釘）との間隔は、遊技球Ｂが通過し
得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの直径に半径を加え
た長さよりも小さい間隔）に設定される。具体例として、上流釘５９１と下流側連釘５９
２（右上端部に位置する釘）との間隔は１１．２５ｍｍに設定される。
【０１０１】
　また、遊技領域ＰＡ２における上流釘５９１と第４の右遊技釘５８４との間に、上流釘
５９１と下流側連釘５９２との間を通って落下する遊技球Ｂが上流釘５９１と第４の右遊
技釘５８４との間を通るのを規制する規制釘５８５が配設される。規制釘５８５は、１本
の釘（１１１）から構成される。そして、遊技領域ＰＡ２における上流釘５９１と下流側
連釘５９２との間を通って落下する遊技球Ｂは、上流釘５９１、下流側連釘５９２、第３
の右遊技釘５８３、第４の右遊技釘５８４、および規制釘５８５のうち少なくともいずれ
かに当接して落下する向きを変えて第３の右遊技釘５８３と第４の右遊技釘５８４との間
を通ってから、第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間、第１の右遊技釘５
８１と第３の右遊技釘５８３との間、第２の右遊技釘５８２と第４の右遊技釘５８４との
間のうちいずれかを通るように構成される。
【０１０２】
　第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定
の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの直径に半径を加えた長さよ
りも小さい間隔）に設定される。具体例として、第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘
５８２との間隔は１２．００ｍｍに設定される。第１の右遊技釘５８１と第３の右遊技釘
５８３との間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（第１の右遊技釘５８１と第２の右
遊技釘５８２との間隔よりも小さい間隔）に設定される。具体例として、第１の右遊技釘
５８１と第３の右遊技釘５８３との間隔は１１．５０ｍｍに設定される。第２の右遊技釘
５８２と第４の右遊技釘５８４との間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（第１の右
遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間隔よりも小さい間隔）に設定される。具体例
として、第２の右遊技釘５８２と第４の右遊技釘５８４との間隔は１１．５０ｍｍに設定
される。
【０１０３】
　第３の右遊技釘５８３と第４の右遊技釘５８４との間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定
の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、遊技球Ｂの直径に半径を加えた長さよ



(23) JP 2019-195728 A 2019.11.14

10

20

30

40

50

りも小さい間隔）に設定される。具体例として、第３の右遊技釘５８３と第４の右遊技釘
５８４との間隔は１１．５０ｍｍに設定される。第３の右遊技釘５８３と規制釘５８５と
の間隔は、遊技球Ｂが通過し得る所定の間隔（例えば、遊技球Ｂの直径よりも大きくて、
遊技球Ｂの直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔）に設定される。具体例として、第
３の右遊技釘５８３と規制釘５８５との間隔は１１．７５ｍｍに設定される。
【０１０４】
　下流側連釘５９２の左下方には、第２始動入賞装置５１５における第２始動入賞口５１
５ａを開いた（開放位置に揺動変位する）状態の羽根部材５１５ｗが配置されるようにな
っている。第２始動入賞装置５１５の羽根部材５１５ｗよりも低い位置に、第１の右遊技
釘５８１が配置され、第１の右遊技釘５８１と第３の右遊技釘５８３との間を通って落下
する遊技球Ｂが、第２始動入賞口５１５ａを開いた状態の羽根部材５１５ｗの上を落下移
動して第２始動入賞装置５１５に入球（入賞）しないようになっている。
【０１０５】
　前述したように、遊技領域ＰＡ２における上流釘５９１と下流側連釘５９２との間を通
って落下する遊技球Ｂは、上流釘５９１、下流側連釘５９２、第３の右遊技釘５８３、第
４の右遊技釘５８４、および規制釘５８５のうち少なくともいずれかに当接して落下する
向きを変えて第３の右遊技釘５８３と第４の右遊技釘５８４との間を通ってから、第１の
右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間、第１の右遊技釘５８１と第３の右遊技釘
５８３との間、第２の右遊技釘５８２と第４の右遊技釘５８４との間のうちいずれかを通
る。このとき、第１の右遊技釘５８１と第３の右遊技釘５８３との間隔は、第１の右遊技
釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間隔よりも小さい間隔に設定されるため、第１の右
遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間と、第１の右遊技釘５８１と第３の右遊技釘
５８３との間で、遊技球Ｂの通り易さが異なっている。また、第２の右遊技釘５８２と第
４の右遊技釘５８４との間隔は、第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間隔
よりも小さい間隔に設定されるため、第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との
間と、第２の右遊技釘５８２と第４の右遊技釘５８４との間で、遊技球Ｂの通り易さが異
なっている。
【０１０６】
　そして、遊技領域ＰＡ２における第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間
を通って落下する遊技球Ｂは、右側一般入賞口５１７ａを通過して右側一般入賞装置５１
７に入球（入賞）する。一方、遊技領域ＰＡ２における第１の右遊技釘５８１と第３の右
遊技釘５８３との間を通って落下する遊技球Ｂは、右側一般入賞装置５１７と第２始動入
賞装置５１５との間を落下して、大入賞装置５１６に入球（入賞）するか、もしくはアウ
ト口５１９に導かれる。また、遊技領域ＰＡ２における第２の右遊技釘５８２と第４の右
遊技釘５８４との間を通って落下する遊技球Ｂは、右側一般入賞装置５１７の右方を落下
して、アウト口５１９に導かれる。このように、第１～第４の右遊技釘５８１～５８４の
間隔を変えて、各遊技釘間での遊技球Ｂの通り易さを異ならせることで、第１～第４の右
遊技釘５８１～５８４の間を通る遊技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊
技球Ｂの動きを多様にして遊技性をより高めることができる。
【０１０７】
　［第２実施形態における特徴構成］
　［ガイド部材の近傍の釘等の特徴構成］
　本実施形態において、ガイド部材５２６の傾斜面５２７の傾斜角度は、第１下側連釘５
５１が直線的に並ぶ方向の傾斜角度よりも緩い角度に設定され、傾斜面５２７から右下方
に落下する遊技球Ｂが、遊技領域ＰＡ２における第１下側連釘５５１と第１上側連釘５６
１との間を通って落下移動することができるように構成される。このように、ガイド部材
５２６の傾斜面５２７の傾斜角度は、第１下側連釘５５１が直線的に並ぶ方向の傾斜角度
よりも緩い角度に設定されるため、遊技球Ｂが傾斜面５２７から深く落ち込む形で第１下
側連釘５５１の上に落下する。そのため、ガイド部材５２６の傾斜面５２７から第１下側
連釘５５１の上方に飛び出して落下する遊技球Ｂが第１下側連釘５５１の上で弾み易くな
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ったり、傾斜面５２７と第１下側連釘５５１との傾斜角度の差により遊技球Ｂの落下移動
速度が変化したりすることで、ガイド部材５２６の傾斜面５２７から右下方に落下する遊
技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技性を
より高めることができる。
【０１０８】
　また、第１上側連釘５６１は、遊技領域ＰＡ２における第１下側連釘５５１の上方に略
平行に設けられ、第１下側連釘５５１と第１上側連釘５６１との間隔は、遊技球Ｂの直径
よりも大きく遊技球Ｂの直径の２倍よりも小さい間隔に設定される。これにより、ガイド
部材５２６の傾斜面５２７から右下方に落下する遊技球Ｂは、第１下側連釘５５１を構成
するいずれかの釘１１１と、第１上側連釘５６１を構成するいずれかの釘１１１とに当接
して上下に弾むように、第１下側連釘５５１と第１上側連釘５６１との間を落下移動する
ことが可能になる。このようにして、ガイド部材５２６の傾斜面５２７から右下方に落下
する遊技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊
技性をより高めることができる。
【０１０９】
　［左側一般入賞装置の近傍の釘等の特徴構成］
　本実施形態において、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間、もしくは
第４の左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間を通って落下する遊技球は、第１の
左遊技釘５７１、第２の左遊技釘５７２、第３の左遊技釘５７３、第４の左遊技釘５７４
、および第５の左遊技釘５７５のうち少なくともいずれかに当接して落下する向きを変え
ることにより、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間を通ることが可能と
なるように構成される。これにより、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の間を通る遊
技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技性を
より高めることができる。
【０１１０】
　また、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間隔は、第１の左遊技釘５７
１と第２の左遊技釘５７２との間隔よりも大きい間隔に設定され、第４の左遊技釘５７４
と第５の左遊技釘５７５との間隔は、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との
間隔よりも大きくて、遊技球の直径に半径を加えた長さより小さい間隔に設定される。こ
のように、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の間隔を変えて、各遊技釘間での遊技球
Ｂの通り易さを異ならせることで、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の間を通る遊技
球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技性をよ
り高めることができる。
【０１１１】
　［右側一般入賞装置の近傍の釘等の特徴構成］
　本実施形態において、第３の右遊技釘５８３と第４の右遊技釘５８４との間を通って落
下する遊技球は、第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間、第１の右遊技釘
５８１と第３の右遊技釘５８３との間、第２の右遊技釘５８２と第４の右遊技釘５８４と
の間のうちいずれかを通るように構成され、第１の右遊技釘５８１と第３の右遊技釘５８
３との間隔は、第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間隔よりも小さい間隔
に設定され、第２の右遊技釘５８２と第４の右遊技釘５８４との間隔は、第１の右遊技釘
５８１と第２の右遊技釘５８２との間隔よりも小さい間隔に設定される。このように、第
１～第４の右遊技釘５８１～５８４の間隔を変えて、各遊技釘間での遊技球Ｂの通り易さ
を異ならせることで、第１～第４の右遊技釘５８１～５８４の間を通る遊技球Ｂの動きに
変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技性をより高めること
ができる。
【０１１２】
　また、遊技領域ＰＡ２における上流釘５９１と第４の右遊技釘５８４との間に、遊技球
Ｂが上流釘５９１と第４の右遊技釘５８４との間を通るのを規制する規制釘５８５が配設
される。これにより、上流釘５９１と下流側連釘５９２との間を通って落下する遊技球Ｂ
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が全て第３の右遊技釘５８３と第４の右遊技釘５８４との間を通るため、遊技球Ｂが右側
一般入賞装置５１７に入球（入賞）する期待感を過度に低下させることなく、遊技球Ｂの
動きを多様にして遊技性をより高めることができる。
【０１１３】
　また、上流釘５９１と下流側連釘５９２との間を通って落下する遊技球Ｂは、規制釘５
８５に当接して落下する向きを変えて第３の右遊技釘５８３と第４の右遊技釘５８４との
間を通ってから、第１の右遊技釘５８１と第２の右遊技釘５８２との間、第１の右遊技釘
５８１と第３の右遊技釘５８３との間、第２の右遊技釘５８２と第４の右遊技釘５８４と
の間のうちいずれかを通ることが可能となるように構成される。これにより、第１～第４
の右遊技釘５８１～５８４の間を通る遊技球Ｂの動きに、より多くの変化を持たせること
が可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技性をより高めることができる。
【０１１４】
　［遊技盤の変形例］
　なお、上述の各実施形態に係る遊技盤において、遊技盤の前面より突出した突出面が形
成されるようにしてもよい。そこで、図２４～図２５を追加参照して、第２実施形態に係
る遊技盤５００に適用した場合の変形例について説明する。図２４に示すように、遊技領
域ＰＡ２における右方の左側一般入賞装置５１３の上側周辺部で、第１～第５の左遊技釘
５７１～５７５を除いた部分に、突出面６０２を有する突出面構成部材６０１を取り付け
ることが可能である。すなわち、遊技領域ＰＡ２における、第１～第５の左遊技釘５７１
～５７５のガイドによって遊技球Ｂが右方の左側一般入賞装置５１３に入賞可能な入賞可
能経路を含む部分の領域に、突出面構成部材６０１を取り付けることが可能である。
【０１１５】
　突出面構成部材６０１は、図２４～図２５に示すように、樹脂材料を用いて平板状に形
成され、ネジ等の固定部材を用いて、遊技領域ＰＡ２の前面より突出するように、ベース
部材５０１の前面に重ねて取り付け固定される。突出面構成部材６０１の前面に、平面状
の突出面６０２が形成される。また、突出面構成部材６０１の縁部全体に、突出面６０２
から遊技領域ＰＡ２の前面に向けて緩やかに傾斜する傾斜面６０３が形成される。この傾
斜面６０３に沿って、遊技球Ｂが遊技領域ＰＡ２の前面と突出面構成部材６０１の突出面
６０２との間を滑らかに移動できるようになっている。
【０１１６】
　なお、突出面構成部材６０１の中央上部は、遊技領域ＰＡ２における第１～第５の左遊
技釘５７１～５７５に囲まれた部分の領域に配置される。突出面構成部材６０１の中央上
部の左上端部は、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間の領域まで延びて
配置される。突出面構成部材６０１の中央上部の右上端部は、第４の左遊技釘５７４と第
５の左遊技釘５７５との間の領域まで延びて配置される。突出面構成部材６０１の中央上
部左側は、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間の領域を跨いで配置され
る。突出面構成部材６０１の中央上部右側は、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５
７５との間の領域を跨いで配置される。
【０１１７】
　前述したように、ベース部材５０１における遊技領域ＰＡ２の前面と、複層ガラス５ａ
の後面との間には、図２５（ａ）に示すように、遊技領域ＰＡ２の前面において遊技球Ｂ
が落下可能な遊技空間Ｓ２が形成される。一方、突出面構成部材６０１の前面に形成され
た突出面６０２と、複層ガラス５ａの後面との間には、図２５（ｂ）に示すように、突出
面構成部材６０１の分だけ遊技空間Ｓ２よりも前後方向の幅が狭く、突出面構成部材６０
１の突出面６０２において遊技球Ｂが落下可能な突出遊技空間Ｓ２ａが形成される。なお
、遊技領域ＰＡ２の前面から釘１１１の頭部１１１ｂ（胴部１１１ａとの境界部）までの
長さは、例えば１６．８０ｍｍに設定される。また、突出面構成部材６０１の厚さは、例
えば５．００ｍｍに設定される。
【０１１８】
　遊技領域ＰＡ２における第２上側連釘５６２と第３上側連釘５６３との間を通って落下



(26) JP 2019-195728 A 2019.11.14

10

20

30

40

50

する遊技球Ｂは、第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間、もしくは第４の
左遊技釘５７４と第５の左遊技釘５７５との間を通る。このとき、遊技領域ＰＡ２におけ
る第２上側連釘５６２と第３上側連釘５６３との間を通って落下する遊技球Ｂは、第３の
左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間、もしくは第４の左遊技釘５７４と第５の
左遊技釘５７５との間に到達するまで、遊技空間Ｓ２を通って落下することになる。
【０１１９】
　遊技領域ＰＡ２における第３の左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間を通って
落下する遊技球Ｂは、第１の左遊技釘５７１と第２の左遊技釘５７２との間、第１の左遊
技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７
５との間のうちいずれかを通る。一方、遊技領域ＰＡ２における第４の左遊技釘５７４と
第５の左遊技釘５７５との間を通って落下する遊技球Ｂは、第１の左遊技釘５７１と第２
の左遊技釘５７２との間、第２の左遊技釘５７２と第５の左遊技釘５７５との間、第１の
左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間のうちいずれかを通る。このとき、第３の
左遊技釘５７３と第４の左遊技釘５７４との間、もしくは第４の左遊技釘５７４と第５の
左遊技釘５７５との間を通って落下する遊技球Ｂは、突出遊技空間Ｓ２ａを通って落下す
ることになる。
【０１２０】
　釘１１１がベース部材５０１（遊技領域ＰＡ２）の前面に対して垂直よりも僅かに傾斜
している場合、釘１１１の傾斜角度が同じ場合であっても、遊技球Ｂが遊技空間Ｓ２を通
って落下するときと、遊技球Ｂが突出遊技空間Ｓ２ａを通って落下するときとで、遊技球
Ｂに対する２本の釘１１１同士の間隔が変化する。突出面構成部材６０１の有無に拘わら
ず、釘１１１がベース部材５０１の前面から延びているからである。例えば、第１の左遊
技釘５７１と第３の左遊技釘５７３とが互いに広く（狭く）なる方向に傾斜している場合
、遊技球Ｂが第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間（すなわち、突出遊技
空間Ｓ２ａ）を通って落下するとき、遊技領域ＰＡ２の前面よりも第１の左遊技釘５７１
および第３の左遊技釘５７３の先端側に近い突出面構成部材６０１の突出面６０２に沿っ
て落下する。そのため、遊技球Ｂに対する第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３
との間隔は、突出面構成部材６０１が取り付けられていない（すなわち、遊技球Ｂが遊技
空間Ｓ２を通って落下する）場合よりも広く（狭く）なる。
【０１２１】
　ここで、遊技球Ｂに対する第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間隔の具
体例について述べる。まず前提として、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３と
の間隔は、両方ともベース部材５０１（遊技領域ＰＡ２）の前面に対して垂直な場合に、
１２．００ｍｍであるとする。また、ベース部材５０１（遊技領域ＰＡ２）の前面に対し
て垂直な方向（法線方向）に対し、真上に傾斜する方向を時計の文字盤に例えて１２時方
向と定義する。また、突出面構成部材６０１の厚さが５．００ｍｍであるものとする。
【０１２２】
　そして、第１の左遊技釘５７１が１１時方向に４．００度、第３の左遊技釘５７３が１
２時方向に５．００度だけ傾斜した場合、遊技領域ＰＡ２の前面近傍における（すなわち
、突出面構成部材６０１が取り付けられていない場合における）第１の左遊技釘５７１と
第３の左遊技釘５７３との間隔ＤＡ１（図２５（ａ）を参照）は、１２．２２ｍｍとなる
。一方、突出面構成部材６０１の前面近傍における第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技
釘５７３との間隔ＤＡ２（図２５（ｂ）を参照）は、１２．４３ｍｍとなる。これにより
、第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３とが互いに広くなる方向に傾斜している
場合、遊技球Ｂに対する第１の左遊技釘５７１と第３の左遊技釘５７３との間隔は、突出
面構成部材６０１が取り付けられていない場合よりも広くなることがわかる。
【０１２３】
　このように、遊技領域ＰＡ２における右方の左側一般入賞装置５１３の上側周辺部で、
第１～第５の左遊技釘５７１～５７５を除いた部分に、突出面構成部材６０１を取り付け
るようにすれば、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５をベース部材５０１（遊技領域Ｐ
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Ａ２）の前面に対して垂直よりも僅かに傾斜するように設計するだけで、第１～第５の左
遊技釘５７１～５７５の間隔を効果的に変えることができる。そのため、各遊技釘間での
遊技球Ｂの通り易さを異ならせることで、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の間を通
る遊技球Ｂの動きに変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技
性をより高めることができる。
【０１２４】
　上述の変形例において、突出面構成部材６０１の前面に、平面状の突出面６０２が形成
されているが、これに限られるものではない。例えば、図２５（ｂ）の二点鎖線で示すよ
うに、突出面構成部材６０１の突出面６０２に、凹面６０６もしくは凸面６０７が形成さ
れてもよい。このようにすれば、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の間を通る遊技球
Ｂの動きにより複雑な変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊
技性をより高めることができる。
【０１２５】
　上述の変形例において、突出面構成部材６０１は、遊技領域ＰＡ２における右方の左側
一般入賞装置５１３の上側周辺部に取り付けられているが、これに限られるものではなく
、例えば、遊技領域ＰＡ２における右側一般入賞装置５１７の上側周辺部に取り付けられ
てもよい。また、突出面構成部材は、第２実施形態に係る遊技盤５００に限らず、第１実
施形態に係る遊技盤１００の遊技領域ＰＡ１の前面に取り付けられてもよい。
【０１２６】
　上述の変形例において、突出面構成部材６０１がベース部材５０１の前面に取り付けら
れているが、これに限られるものではない。例えば、ベース部材５０１の遊技領域ＰＡ２
の前面より突出する突出面部が、ベース部材５０１の前面側に一体的に形成されるように
してもよい。
【０１２７】
　［変形例における特徴構成］
　［突出面構成部材の特徴構成］
　上述の変形例において、遊技領域ＰＡ２における第１～第５の左遊技釘５７１～５７５
と重ならない位置に、遊技盤５００（ベース部材５０１）の前面より突出する突出面構成
部材６０１が設けられ、突出面構成部材６０１の前面（突出面６０２）と複層ガラス５ａ
の後面とに挟まれた突出遊技空間Ｓ２ａ内を遊技球Ｂが落下可能に構成される。これによ
り、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５を遊技盤５００（遊技領域ＰＡ２）の前面に対
して垂直よりも僅かに傾斜するように設計するだけで、第１～第５の左遊技釘５７１～５
７５の間隔を効果的に変えることができる。そのため、各遊技釘間での遊技球Ｂの通り易
さを異ならせることで、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５の間を通る遊技球Ｂの動き
に変化を持たせることが可能になり、遊技球Ｂの動きを多様にして遊技性をより高めるこ
とができる。
【０１２８】
　また、突出面構成部材６０１の縁部に、突出面構成部材６０１の前面（突出面６０２）
から遊技盤５００（遊技領域ＰＡ２）の前面に向けて傾斜する傾斜面６０３が形成される
。これにより、傾斜面６０３に沿って、遊技球Ｂが遊技盤５００（遊技領域ＰＡ２）の前
面と突出面構成部材６０１の前面（突出面６０２）との間を滑らかに移動することができ
る。
【０１２９】
　上述の第２実施形態において、上流釘５９１は、１本の釘（１１１）から構成されてい
るが、これに限られるものではない。例えば、上流釘は、水平に対し左下方に傾斜する方
向（第２始動入賞装置５１５に向かう方向）に直線的に並ぶ複数本の釘（１１１）から構
成されてもよい。
【０１３０】
　上述の第２実施形態において、遊技領域ＰＡ２における右方の左側一般入賞口５１３ａ
の上方に、第１～第５の左遊技釘５７１～５７５等が配置されているが、これに限られる
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ものではない。例えば、第１実施形態に係る遊技盤１００において、遊技領域ＰＡ１にお
ける３つの左側一般入賞装置１１３，１１３，…うち右方の左側一般入賞口１１３ａの上
方に、当該第１～第５の左遊技釘等が配置されてもよい。
【０１３１】
　上述の第２実施形態において、遊技領域ＰＡ２における右側一般入賞口５１７ａの上方
に、第１～第４の右遊技釘５８１～５８４等が配置されているが、これに限られるもので
はない。例えば、第１実施形態に係る遊技盤１００において、遊技領域ＰＡ１における右
側一般入賞装置１１７に形成された右側一般入賞口（図示せず）の上方に、当該第１～第
４の右遊技釘等が配置されてもよい。
【０１３２】
　上述の各実施形態において、各連釘（第１～第４下側連釘１５１～１５４、第１～第４
上側連釘１６１～１６４、第１～第２下側連釘５５１～５５２、第１～第３上側連釘５６
１～５６３、下流側連釘５９２）は、例示した本数に限らず、複数本の釘（１１１）から
構成されていればよい。
【０１３３】
　上述の各実施形態において、本発明が適用される弾球遊技機の一例として、ぱちんこ遊
技機を例示して説明したが、これに限定されるものではなく、例えば、アレンジボール、
雀球遊技機などについても同様に適用し、同様の効果を得ることができる。
【０１３４】
　なお、上述の各実施形態に基づいて、前面側に遊技球を用いた遊技を行う遊技領域が設
けられた弾球遊技機の遊技盤であって、前記遊技領域の左側に回転自在に設けられた風車
と、前記遊技領域における前記風車の下方に設けられ、水平に対し右下方に傾斜する平面
状の傾斜面を有し、前記遊技領域における前記風車の左方を通って落下する遊技球が前記
傾斜面に沿って落下移動可能なガイド部材と、前記遊技領域における前記傾斜面の右下方
に設けられ、水平に対し右下方に傾斜する方向に直線的に並ぶ複数の釘を有して構成され
、前記傾斜面から右下方に落下する遊技球が当該複数の釘の上を落下移動するようにガイ
ドする下側連釘と、前記遊技領域における前記下側連釘の上方かつ前記風車の下方に設け
られ、水平に対し右下方に傾斜する方向に直線的に並ぶ複数の釘を有して構成され、前記
遊技領域における前記風車の右方を通って落下する遊技球が当該複数の釘の上を落下移動
するようにガイドする上側連釘とを備え、前記傾斜面の傾斜角度は、前記下側連釘が直線
的に並ぶ方向の傾斜角度よりも緩い角度に設定され、前記傾斜面から右下方に落下する遊
技球が、前記遊技領域における前記下側連釘と前記上側連釘との間を通って落下移動する
ことができるように構成されることを特徴とする弾球遊技機の遊技盤が得られる。
【０１３５】
　上述の遊技盤において、前記上側連釘は、前記遊技領域における前記下側連釘の上方に
略平行に設けられ、前記下側連釘と前記上側連釘との間隔は、遊技球の直径よりも大きく
遊技球の直径の２倍よりも小さい間隔に設定される。
【０１３６】
　また、上述の各実施形態に基づいて、前面側に遊技球を用いた遊技を行う遊技領域が設
けられた弾球遊技機の遊技盤であって、前記遊技領域に設けられ、遊技球が通過可能な入
賞口を有する入賞装置と、前記遊技領域における前記入賞口の左側縁部の上方に配設され
た第１の遊技釘と、前記遊技領域における前記入賞口の右側縁部の上方に配設された第２
の遊技釘と、前記遊技領域における前記第１の遊技釘の上方に配設された第３の遊技釘と
、前記遊技領域における前記第２の遊技釘の上方に配設された第４の遊技釘とを備え、前
記遊技領域における前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間を遊技球が通ることが可
能であり、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間を通って落下する遊技球は、前記
第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間、前記第１の遊技釘と前記第３の遊技釘との間、
前記第２の遊技釘と前記第４の遊技釘との間のうちいずれかを通るように構成され、前記
第１の遊技釘と前記第３の遊技釘との間隔は、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との
間隔よりも小さい間隔であり、前記第２の遊技釘と前記第４の遊技釘との間隔は、前記第
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１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間隔よりも小さい間隔であることを特徴とする弾球遊
技機の遊技盤が得られる。
【０１３７】
　上述の遊技盤において、前記入賞装置が前記遊技領域の右側に設けられ、前記遊技領域
における前記第４の遊技釘の上方に配設された上流釘と、前記遊技領域における前記第３
の遊技釘の上方かつ前記上流釘の左下方に配設され、水平に対し左下方に傾斜する方向に
直線的に並ぶ複数の釘を有して構成され、遊技球が当該複数の釘の上を落下移動するよう
にガイドする下流側連釘と、前記遊技領域における前記上流釘と前記第４の遊技釘との間
に配設され、遊技球が前記上流釘と前記第４の遊技釘との間を通るのを規制する規制釘と
を備え、前記遊技領域における前記上流釘と前記下流側連釘との間を遊技球が通ることが
可能であり、前記上流釘と前記下流側連釘との間を通って落下する遊技球は、前記規制釘
に当接して落下する向きを変えて前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間を通ってか
ら、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間、前記第１の遊技釘と前記第３の遊技釘
との間、前記第２の遊技釘と前記第４の遊技釘との間のうちいずれかを通ることが可能と
なるように構成される。
【０１３８】
　また、上述の各実施形態に基づいて、前面側に遊技球を用いた遊技を行う遊技領域が設
けられた弾球遊技機の遊技盤であって、前記遊技領域の左側に設けられた遊技球が通過可
能な入賞口を有する入賞装置と、前記遊技領域における前記入賞口の左側縁部の上方に配
設された第１の遊技釘と、前記遊技領域における前記入賞口の右側縁部の上方に配設され
た第２の遊技釘と、前記遊技領域における前記第１の遊技釘の左上方に配設された第３の
遊技釘と、前記遊技領域における前記第１の遊技釘の右上方かつ前記第２の遊技釘の左上
方に配設された第４の遊技釘と、前記遊技領域における前記第２の遊技釘の右上方に配設
された第５の遊技釘と、前記遊技領域における前記第３の遊技釘の上方に配設され、水平
に対し右下方に傾斜する方向に直線的に並ぶ複数の釘を有して構成され、遊技球が当該複
数の釘の上を落下移動するようにガイドする上流側連釘と、前記遊技領域における前記第
５の遊技釘の上方かつ前記上流側連釘の右下方に配設され、水平に対し右下方に傾斜する
方向に直線的に並ぶ複数の釘を有して構成され、遊技球が当該複数の釘の上を落下移動す
るようにガイドする下流側連釘とを備え、前記遊技領域における前記上流側連釘と前記下
流側連釘との間を遊技球が通ることが可能であり、前記上流側連釘と前記下流側連釘との
間を通って落下する遊技球は、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間、もしくは前
記第４の遊技釘と前記第５の遊技釘との間を通り、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘
との間、もしくは前記第４の遊技釘と前記第５の遊技釘との間を通って落下する遊技球は
、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間、前記第１の遊技釘と前記第３の遊技釘と
の間、前記第２の遊技釘と前記第５の遊技釘との間のうちいずれかを通るように構成され
、前記第３の遊技釘と前記第４の遊技釘との間、もしくは前記第４の遊技釘と前記第５の
遊技釘との間を通って落下する遊技球は、前記第１の遊技釘、前記第２の遊技釘、前記第
３の遊技釘、前記第４の遊技釘、および前記第５の遊技釘のうち少なくともいずれかに当
接して落下する向きを変えることにより、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間を
通ることが可能であり、前記上流側連釘と前記下流側連釘との間隔は、遊技球の直径より
も大きくて、遊技球の直径に半径を加えた長さよりも小さい間隔であり、前記第１の遊技
釘と前記第２の遊技釘との間隔は、遊技球の直径よりも大きい間隔であり、前記第３の遊
技釘と前記第４の遊技釘との間隔は、前記第１の遊技釘と前記第２の遊技釘との間隔より
も大きい間隔であり、前記第４の遊技釘と前記第５の遊技釘との間隔は、前記第３の遊技
釘と前記第４の遊技釘との間隔よりも大きくて、遊技球の直径に半径を加えた長さより小
さい間隔であることを特徴とする弾球遊技機の遊技盤が得られる。
【０１３９】
　また、上述の各実施形態に基づいて、前面側に遊技球を用いた遊技を行うための入賞装
置および複数の遊技釘を設けた遊技領域を有する遊技盤と、前記遊技領域が前方を向くよ
うに前記遊技盤を保持する枠部材と、前記枠部材に保持された前記遊技盤の前方を所定間
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隔を置いて覆って前記枠部材に取り付けられ、前方から前記遊技領域を視認可能な板状の
視認部材とを備え、前記遊技盤の前記遊技領域の前面において前記視認部材の後面との間
に形成される遊技空間内を、前記遊技釘の案内の下で遊技球を落下移動させて前記入賞装
置へ入賞させる遊技を行うようになっており、前記遊技釘は、前記遊技盤の前面から前記
遊技空間内に突出して前記視認部材の後面近傍まで延びて設けられ、前記遊技領域におけ
る前記遊技釘と重ならない位置に、前記遊技盤の前面より突出する突出面部が設けられて
おり、前記突出面部の前面と前記視認部材の後面とに挟まれた突出遊技空間内を遊技球が
落下可能に構成されたことを特徴とする弾球遊技機が得られる。
【符号の説明】
【０１４０】
　ＰＭ　ぱちんこ遊技機（弾球遊技機）
ＰＡ１　遊技領域（第１実施形態）
ＰＡ２　遊技領域（第２実施形態）
　　１　外枠
　　２　前枠（枠部材）
　　５　ガラス枠（５ａ　複層ガラス（視認部材））
１００　遊技盤（第１実施形態）
１１１　釘（１１１ａ　胴部、１１１ｂ　頭部）
１１２　風車
１１３　左側一般入賞装置（１１３ａ　左側一般入賞口）
１１４　第１始動入賞装置（１１４ａ　第１始動入賞口）
１１５　第２始動入賞装置
１１６　大入賞装置
１１７　右側一般入賞装置
１１８　補助遊技始動ゲート
１５１　第１下側連釘
１５２　第２下側連釘
１５３　第３下側連釘
１５４　第４下側連釘
１６１　第１上側連釘
１６２　第２上側連釘
１６３　第３上側連釘
１６４　第４上側連釘
２００　センター飾り
３００　第１入賞ユニット
３０１　ガイド部材
３０２　傾斜面
５００　遊技盤（第２実施形態）
５１３　左側一般入賞装置（５１３ａ　左側一般入賞口）
５１４　第１始動入賞装置
５１５　第２始動入賞装置（５１５ａ　第２始動入賞口、５１５ｗ　羽根部材）
５１６　大入賞装置
５１７　右側一般入賞装置（５１７ａ　右側一般入賞口）
５１８　補助遊技始動ゲート
５２０　センター飾り
５２６　ガイド部材
５２７　傾斜面
５５１　第１下側連釘
５５２　第２下側連釘
５６１　第１上側連釘
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５６２　第２上側連釘（上流側連釘）
５６３　第３上側連釘（下流側連釘）
５７１　第１の左遊技釘
５７２　第２の左遊技釘
５７３　第３の左遊技釘
５７４　第４の左遊技釘
５７５　第５の左遊技釘
５７６　緩衝釘
５８１　第１の右遊技釘
５８２　第２の右遊技釘
５８３　第３の右遊技釘
５８４　第４の右遊技釘
５８５　規制釘
５９１　上流釘
５９２　下流側連釘
６０１　突出面構成部材（突出面部）
６０２　突出面
６０３　傾斜面

【図１】 【図２】
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